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市
で
は
、
合
併
に
伴
い
、
中
野
市
国
土

利
用
計
画
及
び
中
野
市
総
合
計
画
の
策
定

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

中
野
市
総
合
計
画
に
つ
い
て
は
、
広
報

な
か
の
八
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と

お
り
、九
月
定
例
市
議
会
に
基
本
構
想（
案
）

を
提
案
し
、
原
案
ど
お
り
議
決
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
こ
れ
を
受
け
、
前
期
基
本
計
画

の
策
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
案
が
で

き
ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご

意
見
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

国
土
利
用
計
画
と
は

　

国
土
利
用
計
画
は
、
国
土
利
用
計
画
法

第
八
条
の
規
定
に
よ
り
、
中
野
市
の
区
域

に
お
け
る
国
土
の
利
用
に
関
す
る
基
本
的

な
事
項
に
つ
い
て
定
め
た
計
画
で
、
個
別

の
土
地
利
用
計
画
法
令
に
基
づ
く
諸
計
画

を
誘
導
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
計
画
内
容

の
実
現
を
図
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
中
野
市
総
合
計
画
の
基
本
構
想

に
定
め
る
都
市
像
「
緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と

文
化
が
香
る
元
気
な
ま
ち
」
に
ふ
さ
わ
し

い
土
地
利
用
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

計
画
期
間

　

計
画
の
目
標
年
次
は
、
平
成
二
十
八
年

（
二
〇
一
六
年
）
と
し
、
基
準
年
次
は
平

成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
年
）
と
し
ま
す
。

人
口
と
世
帯
数

　

目
標
年
次
に
お
け
る
人
口
は
四
五
、
三

六
一
人
、
世
帯
数
を
一
六
、
二
八
五
世
帯

と
想
定
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
八
年
に
お
け
る
利
用
区
分
ご

と
の
規
模
の
目
標
は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

八
月
十
八
日
ま
で
、
基
本
構
想
（
案
）

に
対
す
る
市
民
意
見
を
募
集
し
ま
し
た
が
、

意
見
提
出
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

な
お
、
議
決
さ
れ
た
基
本
構
想
は
、
市

の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
あ
る
企
画
情

報
課
の
ペ
ー
ジ
で
、
全
文
を
公
開
し
て
お

り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 （単位 ： ha）
増減 （△は減）目標年次(平成28年)基準年次(平成16年)利用区分
△ 1243,0713,195 農用地
△ 1253,0643,189 農地

176 採草放牧地
△ 54,3634,368 森　林
12120 原　野
10435425 水面 ・ 河川 ・ 水路
29686657 道　路
1021,2741,172 宅　地
56760704 住宅地
64741 工業用地
40467427 その他の宅地

△ 131,3561,369 その他
011,20611,206合　　　計

23330307市街地 （国勢調査に
おける人口集中地区）
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○
各
計
画
案
の
公
表
場
所

・
市
役
所
企
画
情
報
課
及
び
豊
田
支
所
総

　

務
課

・
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.city.nakano.nagano.jp/public_comme
nt/index.htm

）

○
意
見
の
提
出
方
法

　

文
書
を
直
接
ご
持
参
い
た
だ
く
か
、
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
ご
提

出
く
だ
さ
い
。（
様
式
は
任
意
で
す
が
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
は
必
ず
ご
記
入
く

だ
さ
い
）

○
提
出
期
限

・
中
野
市
国
土
利
用
計
画　

　

十
一
月
十
七
日�
ま
で

・
中
野
市
総
合
計
画
前
期
基
本
計
画

  
十
一
月
九
日�
〜
十
二
月
八
日�
ま
で

※
提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
へ
の
対
応
状

況
は
、
ま
と
ま
り
次
第
広
報
な
か
の
等

で
公
表
し
ま
す
。（
個
々
の
回
答
は
い
た

し
ま
せ
ん
）

○
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
企
画
情
報
課
企
画
調
整
係

　

〒
３
８
３－

８
６
１
４

　

中
野
市
三
好
町
一
丁
目
三
番
十
九
号　

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
�
２
１
１
１ （
内
線
２
１
６
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　
�
０
３
４
９　

　

電
子
メ
ー
ル

　

kikaku@
city.nakano.nagano.jp

※
意
見
を
直
接
ご
持
参
い
た
だ
く
場
合
は
、

豊
田
支
所
総
務
課
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

地域整備施策の推進
　魅力ある定住条件の整備を進める
ため、合併後の一体感の醸成に配慮
しつつ、地域の特性を生かした計画
的で個性的な地域づくりを推進する

必要があります。
　このため、本市が持つ豊かな自然
環境や歴史・文化・伝統に培われた
都市環境を生かした地域振興を基本
として、健康で文化的な生活環境の
構築と無秩序な開発の防止及び適正

中
野
市
総
合
計
画
前
期

基
本
計
画 （
案
） に
つ
い
て

基
本
計
画
と
は

　

基
本
構
想
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
的

な
施
策
を
示
す
も
の
で
す
。
計
画
期
間
は
、

前
期
（
平
成
十
九
年
度
〜
二
十
三
年
度
）

と
後
期
（
平
成
二
十
四
年
度
〜
二
十
八
年

度
）
に
分
け
、
後
期
計
画
に
つ
い
て
は
、

前
期
計
画
の
事
業
成
果
や
、
社
会
経
済
情

勢
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
、
中
間
年
に
お

い
て
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

計
画
の
内
容

　

次
ペ
ー
ジ
の
公
表
場
所
に
お
い
て
、
公

表
す
る
計
画
案
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

国
土
利
用
計
画 （
案
）に
つ
い
て
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�

��������	
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中野平地域
  （平野地区、高丘地区）
・信州中野インターチェンジや

高丘工業団地に近いことから、
流通やサービス施設等の秩序
ある立地を図り、地域特性を
生かした土地利用を進めます。

・北信濃ふるさとの森文化公園
や浜津ヶ池を拠点に市民の憩
いの場、観光交流の場として
の魅力づくりを進めます。

・自然環境や経済活動との調和
のとれた地域づくりを促進し
ます。

市街地及びその周辺地域
 （中野地区、 平野・平岡地区の一部）
・中心市街地活性化基本計画に基づき、

地域資源を活用したまちづくりを進
め、市街地の活性化を図ります。

・歴史的、文化的地域資源を活用し、
商業者や生活者が主導する賑わいの
市街地づくりを促進します。

・住環境等の整備を促進し、生活密着
型のまちづくりを進めます。

・都市計画道路など主要幹線道路の整
備を進めます。

・周辺地域においては、適正な沿道土
地利用を図り、経済の活性化を進め
ます。

高社地域(長丘地区、平岡　 
地区、科野地区、倭地区）
・高社山麓や牧ノ入高原など、

恵まれた自然環境を生かし
た、豊かな自然に親しめる
環境づくりを進めます。

・農業生産基盤の良好な維持
管理を促進し、果樹を主体とし
た農業の振興を図ります。

・千曲川や夜間瀬川の水質や
生態系の保全を図り、堤防
の整備を促進します。

・県道豊田中野線、県道中野
飯山線をはじめとする主要
幹線道路の整備を促進する
とともに、雪に強い地域づ
くりを推進します。

豊田地域（豊井地区、永田地区）
・国道１１７号バイパス、県道三

水中野線、県道豊田中野線な
ど主要幹線道路の整備を促進
するとともに、雪に強い地域
づくりを推進します。

・千曲川や斑尾川などの水辺、
里山の自然を保全しつつ、堤
防の整備を促進します。

・優良農用地の保全と有効利用
を推進し、併せて農村交流を
促進します。

・豊田飯山インターチェンジを
人的、経済的な玄関口として
活用し、地域活性化施策を促
進します。

かつ有効的な土地利用を計画的に進
めながら、均衡ある発展を推進します。
　本市の土地利用に係る地域区分は、
それぞれの自然的、歴史的、社会的
諸条件を踏まえ、次の五つの地域と
します。

意
見
提
出
方
法

南部地域
  （日野地区、延徳地区）
・恵まれた自然環境、農村環境を保全し、

園芸産地として、農業の振興を図ります。
・中山晋平記念館やぽんぽこの湯などの文

化的、観光的拠点を生かしつつ、経済の
活性化を図ります。

・県道中野小布施線など主要幹線道路の整
備を促進するとともに、水害対策などの
自然災害に強い地域づくりを推進します。

高社地域豊田地域

南部地域

中野平地域

市街地
及び

その周辺地域

目
標
年
次
に
お
け
る

規
模
の
目
標
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十
月
六
日
、
市
政
功
労
者
・
善
行
者
表
彰
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
に
受
賞
さ
れ
た
皆
様
は
、
市
政
功
労
者
が
十
四
名
と
一
団
体
、
市
政
善
行
者
が
二
名
で
、
い
ず
れ
も

自
治
や
保
健
環
境
、
社
会
福
祉
な
ど
の
様
々
な
分
野
で
市
政
発
展
の
た
め
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
で
す
。

　

市
役
所
で
行
っ
た
表
彰
式
で
は
、
青
木
市
長
か
ら
出
席
さ
れ
た
受
賞
者
一
人
ひ
と
り
に
表
彰
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
市
政
功
労
者
及
び
市
政
善
行
者
は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

（
部
門
別
順
不
同
・
敬
称
略
）
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中
野
市
議
会
議
員
及
び
中
野
市

農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
在
職
さ

れ
、
市
政
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

�
��
�
�
�
�
�
�

　

中
野
市
議
会
議
員
及
び
中
野
市

農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
在
職
さ

れ
、
市
政
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

�
��
�
�
�
�
�
�
�

　

中
野
市
議
会
議
員
及
び
中
野
市

農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
在
職
さ

れ
、
市
政
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�

�
��
�
�
�
�
�
�

　

検
診
医
と
し
て
市
民
の
健
康
管

理
の
確
立
と
普
及
に
努
め
、
市
政

発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

�
��
�
�
�
�
�
�
�

　

検
診
医
と
し
て
市
民
の
健
康
管

理
の
確
立
と
普
及
に
努
め
、
市
政

発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

�
��
�
�
�
�
�
�

　

検
診
医
と
し
て
市
民
の
健
康
管

理
の
確
立
と
普
及
に
努
め
、
市
政

発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

�
��
�
�
�
�
�
�

　

検
診
医
と
し
て
市
民
の
健
康
管

理
の
確
立
と
普
及
に
努
め
、
市
政

発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

�
��
�
��
�
�
�
�
�

　

検
診
医
と
し
て
市
民
の
健
康
管

理
の
確
立
と
普
及
に
努
め
、
市
政

発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

�
��
�
�
�
�
�
�

　

検
診
医
と
し
て
市
民
の
健
康
管

理
の
確
立
と
普
及
に
努
め
、
市
政

発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

�
��
�
�
�
�
�
�

　

検
診
医
と
し
て
市
民
の
健
康
管

理
の
確
立
と
普
及
に
努
め
、
市
政

発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

�
��
�
�
�
�
�
�

　

フ
ッ
素
洗
口
事
業
の
推
進
に
貢

献
さ
れ
、
市
民
の
健
康
管
理
の
確

立
と
普
及
に
努
め
、
市
政
発
展
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

�
��
�
�
�
�
�
�

　

フ
ッ
素
洗
口
事
業
の
推
進
に
貢

献
さ
れ
、
市
民
の
健
康
管
理
の
確

立
と
普
及
に
努
め
、
市
政
発
展
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�

�
��
�
�
�
�
�
�

　

保
護
司
と
し
て
社
会
福
祉
の
増

進
に
努
め
、
市
政
発
展
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

�
��
�
�
�
�
�
�

　

保
護
司
と
し
て
社
会
福
祉
の
増

進
に
努
め
、
市
政
発
展
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

手
話
を
通
じ
て
社
会
福
祉
の
増

進
に
努
め
、
市
政
発
展
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）
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�

　

文
化
芸
術
振
興
の
た
め
多
く
の

水
彩
画
を
寄
附
さ
れ
、
市
政
発
展

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

故��
��
�
�
�
�
�
�

　

文
化
芸
術
振
興
の
た
め
多
く
の

油
絵
を
寄
附
さ
れ
、
市
政
発
展
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
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こ
の
た
び
、
来
年
四
月
の
使
用

分
か
ら
、
下
水
道
使
用
料
と
農
業

集
落
排
水
施
設
使
用
料
を
、
中
野

地
域
と
豊
田
地
域
で
、
統
一
し
た

使
用
料
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
合
併
後
も
異
な
っ
て

い
た
中
野
地
域
と
豊
田
地
域
の
使

用
料
を
統
一
す
る
こ
と
及
び
地
下

水
な
ど
の
他
水
源
を
使
用
す
る
場

合
な
ど
の
計
量
装
置
使
用
料
を
全

市
域
に
適
用
す
る
も
の
で
す
。

　

新
し
い
使
用
料
金
は
一
般
家
庭

で
考
え
る
と
、
一
カ
月
に
二
十
立

方
㍍
を
使
用
し
た
場
合
、
消
費
税

込
み
の
使
用
料
で
三
千
四
百
十
三

円
と
な
り
、
中
野
地
域
で
は
現
在

よ
り
二
百
五
十
二
円
の
増
額
、
豊

田
地
域
で
は
五
百
六
十
七
円
の
減

額
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
後

日
全
戸
に
お
配
り
い
た
し
ま
す
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
今
後
一
層
の
水
洗
化

促
進
や
経
費
の
節
減
な
ど
に
よ
り
、

下
水
道
事
業
の
計
画
的
な
推
進
と

経
営
の
健
全
化
を
図
る
と
と
も
に
、

可
能
な
限
り
市
民
の
皆
さ
ん
の
負

担
と
な
ら
な
い
よ
う
努
め
て
参
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
十
七
年
度
末
現
在
、
下
水

道
・
農
業
集
落
排
水
で
既
に
水
洗

化
が
可
能
な
人
口
は
四
五
、
八
〇

〇
人
で
、
こ
の
う
ち
、
水
洗
化
さ

れ
て
い
る
の
は
約
七
十
八
㌫
で
す
。

　

下
水
道
の
十
分
な
活
用
と
衛
生

的
な
生
活
環
境
を
築
く
た
め
、
下

水
道
に
対
し
て
理
解
と
関
心
を
深

め
て
い
た
だ
き
、
水
洗
化
が
可
能

と
な
っ
て
い
る
皆
さ
ん
に
は
、
一

日
も
早
く
下
水
道
管
へ
の
接
続
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
四
月
使
用
分
か
ら
、

現
在
は
料
金
を
い
た
だ
い
て
い
る

水
道
が
使
用
中
止
状
態
に
あ
る
給

水
栓
（
閉
栓
時
＝
使
用
中
止
届
が

提
出
さ
れ
て
い
る
も
の
）
の
料
金
を

い
た
だ
か
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
、
水
道
料
金
に
つ

い
て
は
中
野
地
域
と
豊
田
地
域
で

料
金
体
系
が
異
な
っ
て
い
ま
す
が
、

水
道
料
金
の
ほ
か
、
水
道
の
管
理

区
分
な
ど
に
も
整
理
す
べ
き
課
題

が
多
い
た
め
、
平
成
二
十
年
度
ま

で
に
料
金
統
一
が
図
れ
る
よ
う
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

下
水
道 
・ 
農
業
集
落

排
水
施
設
使
用
料

一
日
も
早
い
水
洗
化
を

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
上
下
水
道
課
監
理
係

 （�
�
２
１
１
１
内
線
２
８
１
）
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下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料
を
統
一

水
道
料
金
の
閉
栓
時
料
金
を
廃
止� �������������������������
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十
月
二
十
四
日
、
倭
地
区
農

業
集
落
排
水
事
業
の
総
合
し
ゅ

ん
工
式
が
ナ
ピ
ア
倭
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

倭
地
区
の
農
業
集
落
排
水
事

業
は
、
農
村
集
落
に
下
水
道
施

設
を
設
置
し
、
生
活
環
境
の
改

善
及
び
農
業
用
排
水
の
水
質
保

全
を
目
的
に
取
り
組
み
、
平
成

十
二
年
春
の
事
業
採
択
か
ら
六

年
で
完
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
を
含
め
た
市
内
す

べ
て
の
農
業
集
落
排
水
の
計
画

区
域
で
、
処
理
施
設
の
利
用
が

可
能
で
す
。
対
象
の
皆
様
の
早

期
水
洗
化
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
事
業
概
要

事
業
採
択　

平
成
十
二
年
四
月
三
日

供
用
開
始　

平
成
十
七
年
一
月
十
八
日

計
画
面
積　

一
〇
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

計
画
処
理
人
口　

一
、
九
五
〇
人

日
平
均
処
理
量　

五
二
七
立
方
メ
ー
ト
ル

総
事
業
費　

二
十
一
億
三
千
万
円

総
管
路
延
長　

一
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

（
中
継
ポ
ン
プ
十
四
カ
所
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�

▲総合しゅん工を記念した記念碑の除幕

▲倭地区の処理施設「ナピア倭」

計量装置使用料（１使用月） 
使用料(円)計量装置の口径(㎜)
147.00　１３
178.50　２０
199.50　２５
315.00　３０
472.50　４０
1,711.50　５０
1,890.00　６５
2,068.50　７５
2,583.00１００

新  使  用  料      （１使用月） 
超過料金（１�につき）基本料金

区分
金額(円)汚水量金額 （円)汚水量
189.0010�を超え20�まで

1,522.5010�まで一般汚水

210.0020�を超え30�まで
237.3030�を超え50�まで
260.4050�を超え100�まで
266.70100�を超え300�まで
275.10300�を超え500�まで
289.80500�を超えるもの

　 58.80１�につき公衆浴場汚水

水
道
料
金
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豊
田
地
域
の
施
設
や
特
産
物
を

よ
り
広
く
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、「
も
み
じ
祭
り
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

も
み
じ
祭
り
に
お
越
し
い
た
だ

き
、
木
々
の
紅
葉
や
、
さ
わ
や
か

な
秋
の
風
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

大
勢
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

期
日　

十
一
月
十
九
日�

時
間　

午
前
十
時
か
ら

会
場　

道
の
駅
ふ
る
さ
と
豊
田

内
容　

　

特
産
の
き
の
こ
と
加
工
施
設
の

味
噌
を
使
っ
た
味
噌
汁
の
提
供
、

お
や
き
・
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
・
地
元

農
産
物
・
市
内
製
造
品
の
販
売
、

毎
回
大
好
評
の
も
ち
つ
き
体
険
や

豊
田
も
み
じ
太
鼓
の
演
奏
な
ど
の

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
も
み
じ
祭
り
に
あ
わ
せ

同
会
場
に
お
い
て
「
北
信
州
み
ゆ

き
ふ
じ
祭
り
」
を
開
催
し
、
豊
田

産
の
「
ふ
じ
」
や
地
元
野
菜
等
の

販
売
を
行
い
ま
す
。

主
催　

も
み
じ
祭
り
実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ
先

も
み
じ
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局

〈
豊
田
支
所
経
済
課
商
工
観
光
係

内（�
�
３
１
１
１
内
線
１
４
５
）〉

▲�去年のもみじ祭り

�
地
元
産
採
れ
た
て
野
菜
の
販
売

11/
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四
十
三
回
目
と
な
る
中
山
晋
平
記
念
音
楽
賞
の
入
選
曲
が

左
表
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

応
募
作
品
の
審
査
は
、
十
月
十
六
日
、
全
日
本
吹
奏
楽
連

盟
常
任
理
事
の
藤
森
章
さ
ん
と
信
州
大
学
名
誉
教
授
の
吉
本

隆
行
さ
ん
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
応
募
総
数
四
百
六
十
三
曲
の

中
か
ら
優
秀
賞
八
曲
、
佳
作
十
曲
、
あ
わ
せ
て
十
八
曲
の
入

選
曲
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
優
秀
賞
入
選
曲
は
、
来
年
一
月
二
十
七
日�
の
入

選
曲
発
表
会
で
披
露
さ
れ
ま
す
。

第　

回
中
山
晋
平
記
念
音
楽
賞

43

　
　
　
　
　
    　
　
　
  
が
決
定
し
ま
し
た

入
選
曲

入
選
曲

入
選
曲

入
選
曲　

曲曲
1818

中山晋平記念音楽賞作曲募集 入選曲

※優秀賞受賞者の出身学校には、学校奨励賞を贈呈します。

市町村名学校名
作詞者作曲者

曲　　名賞　名部
門 学年氏名学年氏　名

中野市延徳小学校小５同左小５石田華穂私の好きなもの優秀賞

小
学
校

〃平野小学校小５同左小５梅田一海きょうりゅうの夢〃

〃平野小学校小５同左小５安藤舞香ころんだどってん〃

南箕輪村南部小学校小１同左小１矢澤こころ楽しい保育園　
　・楽しい学校〃

中野市高丘小学校小５同左小５小林愛里沙探険しようよ佳作

〃平野小学校小５同左小５竹内健太郎雨のけしき〃

〃平野小学校小５同左小５北沢萌華花のダンス〃

〃平野小学校小５同左小５町田和也さんまジュージュー〃

〃日野小学校小５同左小５吉家隼人不思議な空手〃

飯山市泉台小学校小６同左小６足立都子
北村紋子秋桜〃

松本市丸ノ内中学校中３同左中３志村ゆういちょう佳作中
学

須坂市須坂高校高２馬場祥太郎高２山本哲也哀染めの空優秀賞高  
校 諏訪市諏訪清陵高校高１同左高１伊東美紀息吹〃

仙台市国見小学校小４同左小４長谷川怜美四年二組マーチ優秀賞
仙
台
市

北茨城市中郷中学校中２同左中２小松まりこころひとつ優秀賞

北
茨
城
市

〃〃中１同左中1蛭田理美空のくれたもの佳作

〃〃中１同左中1高橋恵一青い空白い雲〃

〃常北中学校中３同左中３鈴木　航君がいるだけで〃
問い合わせ先
市教育委員会生涯学習課生涯学
習推進係 （�22-２１１１内線３０７）
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こ
れ
か
ら
の
中
野
市
を
つ
く
る

青
少
年
が
、
社
会
に
お
け
る
自
ら

の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、
豊
か

な
情
操
と
創
造
性
を
養
い
、
心
身

と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と

は
、
市
民
全
員
の
願
い
で
す
。

　

青
少
年
の
育
成
に
際
し
、
大
人

が
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自

覚
と
責
任
を
持
っ
て
、関
係
団
体
・

機
関
が
連
携
を
取
り
、
有
害
環
境

の
浄
化
や
健
全
な
家
庭
づ
く
り
の

促
進
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

こ
の
た
め
、
よ
り
広
く
市
民
の

関
心
を
高
め
、
青
少
年
健
全
育
成

運
動
の
一
層
の
推
進
を
は
か
る
た

め
、
中
野
市
青
少
年
健
全
育
成
推

進
市
民
集
会
を
開
催
し
ま
す
。

テ
ー
マ　

伸
び
よ
う　

伸
ば
そ
う

青
少
年

期
日　

十
一
月
二
十
六
日�

時
間　

午
前
九
時
三
十
分
か
ら

会
場　

中
野
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
大
会
議
室

発
表
団
体
・
内
容
等

西
町
子
ど
も
ク
ラ
ブ
・
中
央
幼
稚

園
園
児
・
高
社
中
学
校
生
徒
・
中

野
実
業
高
等
学
校
生
徒
に
よ
る
各

活
動
の
発
表
、 「
明
る
い
家
庭
・
地

域
を
築
く
た
め
の
作
文
」 入
選
者
表

彰
お
よ
び
優
秀
作
品
の
発
表
な
ど

主
催　

第
二
回
中
野
市
青
少
年
健

全
育
成
推
進
市
民
集
会
実
行
委
員
会

主
管　

中
野
市
、 中
野
市
教
育
委
員
会
、中

野
市
少
年
育
成
委
員
会
、
中
野
市

青
少
年
健
全
育
成
会
連
絡
協
議
会

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
子
育
て
課
青
少
年
未
来
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
３
５
７
）

▲�
去
年
行
わ
れ

た
活
動
発
表
の

様
子

伸び
よう伸ばそう青少年

第第第第第第第第第第第第第第第第２２２２２２２２２２２２２２２２回回回回回回回回回回回回回回回回第２回 中中中中中中中中中中中中中中中中野野野野野野野野野野野野野野野野市市市市市市市市市市市市市市市市青青青青青青青青青青青青青青青青少少少少少少少少少少少少少少少少年年年年年年年年年年年年年年年年中野市青少年
健健健健健健健健健健健健健健健健全全全全全全全全全全全全全全全全育育育育育育育育育育育育育育育育成成成成成成成成成成成成成成成成推推推推推推推推推推推推推推推推進進進進進進進進進進進進進進進進市市市市市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民民民民民集集集集集集集集集集集集集集集集会会会会会会会会会会会会会会会会健全育成推進市民集会

　

市
内
の
農
産
物
や
食
品
な
ど
を
集
め
た

ギ
フ
ト
カ
タ
ロ
グ
は
、
毎
回
ご
好
評
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
今
回
『
２
０
０
６
冬

の
ギ
フ
ト
カ
タ
ロ
グ
』
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
市
内
産
ギ
フ
ト
商
品
に
加
え
、

姉
妹
都
市
の
北
茨
城
市
産
水
産
加
工
品
も

新
た
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
冬
の
ギ
フ
ト
カ
タ
ロ
グ
は
、

こ
の
広
報
な
か
の
と
と
も
に
お
届
け
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
や

親
し
い
方
な
ど
へ
の
贈
り
物
に
、
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ギ
フ
ト
の
取
り
扱
い
は
…

中
野
市
振
興
公
社
（�
�
２
１
１
１
内
線

２
９
９
）
ま
で

売れる農業推進室からのお知らせ

おいしさとまごころを贈り物で
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�
今
回
発
行
し
た
カ
タ
ロ
グ

　

皆
さ
ん
に
と
っ
て�
な
か
の�

の
イ
メ
ー
ジ
は
何
で
す
か
？

　

市
で
は
、「
信
州
中
野
一
文
字
大

賞
」
を
行
い
ま
す
。

　

中
野
（
な
か
の
）
に
対
す
る
想

い
を
膨
ら
ま
せ
て
、
漢
字
一
文
字

で
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
方
法

指
定
し
た
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

（
漢
字
一
文
字
、
そ
の
理
由
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
住
所
）

を
記
載
し
、
直
接
持
参
し
て
い
た

だ
く
か
、
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
、
市
役
所
総
合
案

内
、
各
公
民
館
、
市
立
図
書
館
、

中
山
晋
平
記
念
館
、
高
野
辰
之

記
念
館
、
歴
史
民
俗
資
料
館
等

に
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間　

十
一
月
二
日�
か
ら

十
二
月
十
二
日�
ま
で

結
果
発
表
等

・
結
果
は
、
来
年
の
広
報
な
か
の

一
月
号
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
、
公
共
施
設
等
に
も

掲
示
し
ま
す

・
応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
で
記
念

品
を
贈
り
ま
す

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
８
３
―
８
６
１
４　

中
野
市

三
好
町
一
丁
目
三
番
十
九
号　

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
推
進
係
（�
�
２
１
１
１
内

線
３
０
７
、
Ｆ
Ａ
Ｘ�
５
９
２
６
）

Ｅ
メ
ー
ル

shogai@
city.nakano.nagano.jp

～皆さんにとって～皆さんにとって
｢中野｣のイメージは｢ 中  野 ｣のイメージは

なか の

何ですか？～何ですか？～
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　今年の、男女共同参画社会づくり事業「共にい
きいき市民つどい」は、元関西テレビアナウンサ
ーの桑原征平さんの講演会を開催します。
　講演会にあわせて、『人形劇ぱぴぃ』の公演「う
さぎとかめ？」や「ちょっとちょっと ことばの
診療所へ入ってみませんか」と題したパネル展も
同時開催します。入場は無料で、手話通訳、託児
もあります。
　皆さんお気軽にお出かけください。
日時　１２月１７日 （日）午後１時開会
会場　中野市市民会館ホール
演題　｢ステキな出会いをありがとう�｣
 　　　　　　　　　～いい女いい男大集合～
問い合わせ先　
市役所男女共同参画推進室（�(22)２１１１内線２５４）

�共にいきいき市民のつどい�

桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑桑原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原原 桑  原 
くわ ばら

征征征征征征征征征征征征征征征征征征征征征征征征征征征征征征征征征征征征征征征征征征征征征征征征征征 征 
しょう

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会 平 講演会
へい

�
講
師
の
桑
原
征
平
さ
ん

支
給
の
要
件

①
平
成
十
八
年
五
月
一
日
以
前
か

ら
中
野
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て

お
り
、
か
つ
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
る
方

②
平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
現
在
、

要
介
護
一
か
ら
要
介
護
五
ま
で

の
認
定
を
受
け
、
自
宅
で
生
活

を
営
む
方
（
養
護
老
人
ホ
ー
ム

や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
に

入
所
し
て
い
る
方
は
該
当
し
ま

せ
ん
。
な
お
、
老
人
保
健
施
設

や
医
療
機
関
に
入
所
・
入
院
し

て
い
る
方
は
、
三
ヶ
月
以
内
に

在
宅
で
生
活
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
場
合
に
限
り
ま
す
。）

③
世
帯
員
全
員
が
市
民
税
非
課
税

の
世
帯
に
属
す
る
方

④
中
野
市
重
度
心
身
障
害
児 （
者
）

介
護
慰
労
金
事
業
で
の
障
害
者

等
に
該
当
し
な
い
方

支
給
金
額

　

奨
励
給
付
金
の
額
は
、
下
表
の

と
お
り
要
介
護
度
に
よ
り
変
わ
り

ま
す
。

　

な
お
、
他
の
減
免
制
度
の
適
用

を
受
け
て
い
る
方
は
、
減
免
額
を

控
除
し
た
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、
通
知
を
い
た
し
ま
す
の
で
、

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

不
明
な
点
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
健
康
長
寿
課
介
護
保
険
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
３
６
５
）

豊
田
支
所
健
康
福
祉
課
健
康
長
寿

係
（�
�
３
１
１
１
内
線
１
２
５
）

奨励給付金額

70,000円要介護１

80,000円要介護２

120,000円要介護３～５

��������������������������������������������
��������������������������������������������
��������������������������������������������
��������������������������������������������
��������������������������������������������
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市
で
は
、
介
護
保
険
で
要
介
護
認
定
を
受
け

た
方
で
、
次
の
事
項
に
す
べ
て
該
当
す
る
方
に
、

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
有
効
に
活
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
奨
励
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

平成18年度

中野市環境白書を作成し ま し た
　

市
で
は
、「
中
野
市
環
境
基
本
計
画
」
に

基
づ
く
平
成
十
七
年
度
の
環
境
の
状
況
に
関

す
る
報
告
書
と
し
て
、『
平
成
十
八
年
度
中
野

市
環
境
白
書
』
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の 『
中
野
市
環
境
白
書
』
は
、
環
境
基
本

計
画
に
掲
げ
た
評
価
指
標
お
よ
び
施
策
に
対

す
る
進
行
状
況
を
中
心
に
取
り
ま
と
め
た
も

の
で
、
そ
の
評
価
指
標
に
対
す
る
平
成
十
七

年
度
の
状
況
の
一
部
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
環
境
白
書
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
が
、
希
望
さ
れ
る
方
に
は
配
付
い
た
し

ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.city.nakano.

nagano.jp/city/kankyo/index.htm
l

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
環
境
課
環
境
係
（�
�
２
１
１
１
内

線
２
４
７
）、豊
田
支
所
市
民
環
境
課
市
民
環

境
係
（�
�
３
１
１
１
内
線
１
３
１
）

※評価指標とは…望ましい環境像を実現するために、各施策の柱に
目標を設定しており、それに対する評価の基準となる目印（目標）
のことです。

平成１７年度の実績評価指標
調査河川のすべての調査地
点において、BOD3mg/l以下、
DO5mg/l以上を達成

一般河川等水質測定

222件（対前年度33件増）公害苦情件数（指導件数）
内不法投棄苦情件数  91件（対前年度14件増）

16,475t（対前年度439t増）中野市のごみの排出量
（資源物を含む）

11.3％（対前年度0.2％増）中野市のごみの再資源化率
550,946kg
（対前年度21,310kg減）

温室効果ガス
(二酸化炭素）排出量

市役所
庁舎及
び市民
会館に
おける

4,149,250枚
（対前年度558,000枚増）

コピー用紙の購入量
（Ａ４換算枚数）

66.7％（対前年度5.1％増）紙類の再資源化率

９　 平成１8年11月　広報なかの

�

�

�

�

����������������������

����������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���������

���������	
��
�

・アルミ、スチール缶��������	
��
・鍋、やかん等の金属製の台所用品や傘��������
���������	
����������

・ポット��������		
��������
・スプレー缶��������	
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・ナイフ、包丁����������	
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����������������	
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・電化製品����������	
���������
��������	
�����������������

���������	
��������������

��������	
������

洋
梨
の
最
高
峰

「
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
」

　

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
は
「
人

権
週
間
」
で
す
。

　

人
権
は
す
べ
て
の
人
に
保
障
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
一
人
ひ

と
り
が
人
権
を
お
互
い
に
尊
重
し

あ
う
と
共
に
、
守
り
育
て
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
週
間
を
機
会
に
、
あ
ら
た

め
て
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

人
権
心
配
ご
と
相
談
所

　

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、
人
権
週
間
に

あ
わ
せ
て
、「
人
権
・
悩
み
ご
と

相
談
所
」
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

差
別
・
い
じ
め
な
ど
人
権
の
問

題
や
戸
籍
・
相
続
等
の
家
庭
の
問

題
な
ど
で
お
困
り
の
方
に
、
人
権

擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
日　

十
二
月
四
日�

時
間　

午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時

会
場　

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

　
　
　

（
中
央
公
民
館
前
）

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
人
権
政
策
課
調
整
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
４
６
）
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秋
本
番
を
迎
え
市
内
で
は
、

美
味
し
い
フ
ル
ー
ツ
が
収
穫
期

を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中

で
今
月
は
、洋
梨
の
最
高
峰「
ラ

・
フ
ラ
ン
ス
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ラ
・
フ
ラ
ン
ス
は
、
十
月
初

旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
収
穫
さ

れ
、
お
よ
そ
二
℃
の
冷
蔵
庫
で
二

週
間
か
ら
二
十
日
予
冷
し
、
出
荷

さ
れ
て
い
ま
す
。
収
穫
し
た
ば
か

り
の
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
は
、
硬
く
甘

み
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
追
熟
す
る

こ
と
で
、
甘
く
て
コ
ク
の
あ
る
美

味
し
い
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
に
か
わ
り

ま
す
。

　

ま
ず
、
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
の
食
べ

ご
ろ
を
見
極
め
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
室
温
の
ま
ま
保
管
し
、
軸
の

周
り
が
や
わ
ら
か
く
な
っ
た
ら
食

べ
ご
ろ
で
す
。
完
熟
を
冷
や
し
て

食
べ
る
と
、
果
肉
は
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
の
よ
う
に
な
め
ら
か
で
、

ジ
ュ
ー
シ
ー
な
果
汁
が
た
っ
ぷ

り
口
の
中
に
広
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
は
ビ

タ
ミ
ン
Ｂ
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
た

っ
ぷ
り
含
ん
で
お
り
、
美
容
と

健
康
に
最
適
な
フ
ル
ー
ツ
で
す
。

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
お
召
し
上
が

り
く
だ
さ
い
。

▲ラ・フランス
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　現在、「交通死亡事故多発非常事態宣言」が発令
されています。
　交通事故は、皆さんの心がけ次第で未然に防げま
す。『自分だけは大丈夫』と、油断することなく、一
人ひとりが交通ルールを守り、お互いへの思いやり
のマナーで交通事故を防止しましょう。
　また、重大事故につながる飲酒運転は絶対にやめ
ましょう。

シートベルトを着用しましょう！
　毎月４日、14日、24日は、シートベルトとチャイ
ルドシート啓発の日です。
　また、市では随時、シートベルトの着用率調査お
よび指導を行っています。
　自分自身や同乗者の大切な
命を守るシートベルトです。
必ず着用するように心がけま
しょう。また、小さい子ども
にはチャイルドシートを使用
しましょう。
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市
で
は
、
幹
線
道
路
で
の
空
き

缶
等
の
ポ
イ
捨
て
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、
防
止
用
の
看
板
を
設
置
し

て
い
ま
す
が
、
近
年
、
老
朽
化
に

よ
り
色
あ
せ
等
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
内
の
小
・
中
学
生

を
対
象
に
ポ
イ
捨
て
防
止
看
板
の

図
案
の
募
集
を
し
、
応
募
作
品
三

十
六
点
の
中
か
ら
、
新
し
い
看
板

の
図
案
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
看
板
は
、
最
優
秀
作
品

と
優
秀
作
品
の
両
面
で
製
作
し
、

長
丘
バ
イ
パ
ス
に
設
置
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
生
活
環
境
を
自

分
た
ち
の
手
で
守
る
た
め
、
ポ
イ

捨
て
を
し
な
い
よ
う
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
環
境
課
衛
生
係 （�

�
２
１
１
１
内
線
２
４
５
）

ポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポ
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のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図
案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案
がががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが
決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決
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ポ
イ
捨
て
防
止
看
板
の
図
案
が
決
定

�
�
新
し
く
決
定
し
た
図
案

▲優秀賞 ▲最優秀賞

●平成18年度ポイ捨て防止看板　入選者
氏　　名学校・学年各　賞

小林　里菜さん 高社中学校２年２組最優秀賞

田中球太朗さん 平岡小学校４年西組優 秀 賞

北澤　志美さん 中野平中学校３年１組金　　賞

阿部絵里奈さん 平野小学校６年４組金　　賞

野焼きをする際の注意

●●住宅周辺での野焼きはできるだけ行住宅周辺での野焼きはできるだけ行
わないようにしましょう。わないようにしましょう。

●●周辺に住宅がなくても、風の無い日周辺に住宅がなくても、風の無い日
に行うようにしましょう。に行うようにしましょう。

●●近隣に迷惑がかかりそうな場合は、近隣に迷惑がかかりそうな場合は、
ゴミステーションまたは東山クリーゴミステーションまたは東山クリー
ンセンターへ出すなどしましょう。ンセンターへ出すなどしましょう。

問い合わせ先
市役所環境課環境係（�（22）２１１１内線２４７）
豊田支所市民環境課市民環境係（�（38）３１１１
内線１３５）

　

最
近
、
剪
定
枝
や
枯
れ
草
な
ど
の
野

焼
き
に
関
す
る
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

廃
棄
物
の
野
外
焼
却
は
法
律
に
よ
り

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
農
林
業
を
営

む
上
で
や
む
を
得
な
い
も
の
等
（
剪
定

枝
な
ど
）
の
焼
却
は
野
外
焼
却
禁
止
の

例
外
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
か
ら

と
い
っ
て
近
隣
に
配
慮
せ
ず
焼
却
す
る

と
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
煙
等
で

迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

や
む
を
得
ず
剪
定
枝
等
を
焼
却
す
る

場
合
に
は
、
下
記
の
点
に
注
意
し
、
近

隣
の
生
活
環
境
に
十
分
配
慮
し
て
迷
惑

が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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 「エコツアーの感想」
  南宮中学校二年二組
      小林 美菜子さん

　去る７月31日、市内中学生を対象に、
分別収集したごみがどのような流れで
リサイクルされているかを勉強しても
らおうと 「エコツアー」を開催しました。
　このエコツアーでは、松本市の松本
クリーンセンターのリサイクル施設と
北安曇郡松川村㈱Ｇフレンドリー施設
を見学し、36名の中学生が参加されま
した。
　今回、生徒たちが実際に見て聴いて感
じたことをまとめたレポートをご紹介し
ます。

����������������
����������������

中 野
立 志 館
高 校

長野県中野立志館高等学校開設準備室　発行
�0269－22－2197（中野高校）0269－22－2141（中野実業高校）
http://www.nagano-c.ed.jp/dai1sogo/　�dai1sogo@nagano-c.ed.jp
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　総合学科高校の１年目の授業は、普通科高

校とあまり変わりません。高校生として必要

な基礎学力をしっかりと身につけます。

　２年次からの応用（選択科目）に向けて基

礎を固める大切な時期と考えるからです。 �����
���	
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302928272625242322212019181716151413121110９８７６５４３２１

Ｌ
Ｈ
Ｒ

産業
社会
と人間

情報
Ａ

家庭
基礎

保
健

体育
音楽�
美術�
書道�

英語�
理科

総合Ａ

数
学
Ａ

数学�
現代
社会

地理Ａ国語総合
１
年
次

Ｌ
Ｈ
Ｒ

総
合

選択科目（18単位）
保
健

体育
物理・化学

生物・地学

�

世界史Ｂ
２
年
次

Ｌ
Ｈ
Ｒ

総
合

選択科目（24単位）体育
３
年
次

１年次授業のポイント！
『産業社会と人間』

総合学科独自の科目です。
　『産業社会と人間』ってなんだか、難しそう
に聞こえますが・・・大丈夫です！
　これは、自分が将来なりたい職業や生き方に
ついて、体験・見学・実習・講義・研究など、
いろいろな方法で考える授業です。
　この授業を通じて 「将来やりたいこと」を考え、
 「今やらなければならないこと」を見つけます。
　そうしたら、約１５０種類の選択科目の中から、
自分の「将来やりたいこと」を実現するための
科目を選んで、2年次以降の時間割を作っていく
のです。
　つまり、２年次の授業の準備ということです。
　選択科目が多いので、すぐに決めるのは難し
いですからね。体験して考える時間が必要なの
です。

　担任・副担任の先生とホームルーム
（クラス）活動をします。
毎日のショートホームルームと、週１回
ロングホームルーム(ＬＨＲ)があります。
　１年次の授業は、習熟度別授業
と芸術以外は、クラス単位で
受けます。

　学校の１年間の過程を二つの学期に分ける制
度です。（中学校は、３学期制ですね。）
　２学期制の場合は、前期と後期に分け、１０月
の初めが境になります。
　また、単位認定は学期ごとに行
われます。

●１週間あたりの授業時間数
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ご相談・お問い合わせ先

　中野市地域包括支援センター

ＴＥＬ　２２－２１１１（内線３６６）

直通電話  ２３－２２５５

28.9%28.9%

16.4%16.4%

14.9%14.9%

10.5%10.5%

25.6%25.6%

悪性新生物悪性新生物

心疾患心疾患
脳血脳血
管疾患管疾患

肺炎肺炎

その他その他

消火器系消火器系
の疾患の疾患

17.0%17.0%
11.2%11.2%

12.4%12.4%

26.1%26.1%

脳血管疾患脳血管疾患

高齢による高齢による
衰弱衰弱

10.6%10.6%

転倒・転倒・
骨折骨折

認知症認知症

関節疾患関節疾患

その他その他

22.7%22.7%

3.7%3.7%

65歳以上の死亡原因

65歳以上の要介護の原因

����������

　そこで、今年度から｢いきいき健診｣で、６５歳以上の人を
対象に生活習慣病検査とともに生活機能に関する検査やチ
ェックが行われるようになりました。　
　健診結果の判定で問題点が見つかった「要介護や要支援
になる危険性の高い人」は、ご本人と地域包括支援センタ
ーの職員がご相談をして、介護予防のサービスを受けるこ
とができます。

　このように、高齢者の健康状況をみると、高齢期の健康
づくりには、これまでの生活習慣病予防に加えて、生活機
能の低下を防ぐために介護予防（要介護状態になることを
防ぐこと）にとりくむ必要があることがわかります。

　平均寿命の延びに伴い、高齢者の多く
の方は健康的に暮らしています。
　その一方で老化による心身の衰えも少
しずつ確実に目立つようになっています。
　高齢期に介護が必要な状態になるの
は、必ずしも病気が原因とは限りません。
　左のグラフの６５歳以上の「死亡原因」
と「要介護の原因」を比較すると、脳血
管疾患は共通ですが、要介護の原因では、
衰弱、転倒･骨折、認知症、関節疾患と
いった生活機能（日常生活を維持してい
くための心身の機能）の低下が目立つよ
うになっています。

��������	
�

介護予防が生活面での好循環を生みだし、
ＱＯＬ （生活の質） の向上につながります

介護予防による好循環

出典：「介護予防に関する実施に向けての実務者会議」
厚生労働省資料

�

�

�

�

��

��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　この｢元気もりもり体操教室｣は、ながでんハート
ネット駅前健康ぷらざを会場に、週１回の頻度で１２
回を１コースとして開催しています。
　高齢者の皆さんの身体機能が低下する原因は様々
ですが、痛みや姿勢が問題である場合が多く、個人差
が大きいため、画一的なプログラムでなく、個々の身
体・体力状況に合わせたプログラムが必要となります。
　そこで、北信総合病院理学療法士による理学評価
と健康ぷらざの健康運動指導士による体力測定を行
い、地域包括支援センターの保健師と共に個別プロ
グラムを作成したうえで、マシーントレーニング、
ストレッチ体操、可動床式プールでの水中運動など
を行っています。
　また、理学療法士からホームエクササイズ（宿題）
として、自宅で実施する運動についての指導があり、
この教室終了後も自立して運動の継続ができるよう
にするためのものです。
　平成１８年度は９コースで約１００人の方を対象に実
施する予定です。
　参加者の方からは「運動後は体が軽く感じる」「歩
くときの膝の痛みが和らいだ」「姿勢がよくなったと
近所の人に言われた」「プールに入ったら腰が軽くな
った」などの感想が聞かれています。
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　この｢お達者くらぶ｣は、１０月から平成１９年３月まで
月２回の頻度で１２回を１コースとして西部公民館、北
部公民館、豊田文化センター、さんさん館の４会場で５
コースを開催しています。（さんさん館で２コース開催）
　ワイワイ集まって、運動したり、歌を歌ったり、楽
しく身体や頭をつかって気持ちを晴れ晴れすることで、
閉じこもりや認知症の予防のお手伝いをいたします。
また、健康相談も毎回実施しています。主な内容は左
表のとおりです。

お達者くらぶの内容と講師
講　　師内　　容

声楽家・ボイストレーナー
沼田　秀美　先生

楽しく歌ったり音楽を
聞いて気持ちも晴れ晴れ

書画デザイナー
佐藤　久希子　先生

すてきな絵手紙
作りましょう

北信総合病院
理学療法士

楽しく運動しましょう

北信総合病院
作業療法士

楽しく手先を動かし脳の活
性化～牛乳パックなど使っ
て作品を作りましょう～

中野切り絵の会の皆さん手先を使って切り絵づくり

中野市食生活改善
推進協議会の皆さん

身近だけれどむずかしい
～おやきとやしょうまを
作りましょう～　　

信州中野蕎麦文化普及会
の皆さん

さあ　挑戦
～自分で打った蕎麦を
食べましょう～　

地域包括支援センター職員今が旬～大人の塗り絵～
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陸上では重い足がプール内ではこんなに上がります

▲

マシーントレ
ーニング

▼

プールで楽し
く運動

▲

歩く姿勢と速
度をチェック

▲絵手紙

▼作業療法

�

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回はははははははははははははははははははは通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上ププププププププププププププププププププロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロググググググググググググググググググググララララララララララララララララララララムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気ももももももももももももももももももももりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりももももももももももももももももももももりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体操操操操操操操操操操操操操操操操操操操操教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室））））））））））））））））））））とととととととととととととととととととと通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型　今回は通所型運動器機能向上プログラム（元気もりもり体操教室）と通所型
閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉じじじじじじじじじじじじじじじじじじじじここここここここここここここここここここももももももももももももももももももももりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防ププププププププププププププププププププロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロググググググググググググググググググググララララララララララララララララララララムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお達達達達達達達達達達達達達達達達達達達達者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくららららららららららららららららららららぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶ））））））））））））））））））））ににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいいてててててててててててててててててててて紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介ししししししししししししししししししししまままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすす。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。閉じこもり・認知症予防プログラム（お達者くらぶ）について紹介します。
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　今回で３回目となる『なかのＥｂｅｓａ』が10月
14日、中野陣屋・県庁記念館周辺で開催されました。
　当日は、｢ＴＨＥ☆若者まちなか音楽会｣も行われ
て大勢の人で賑わい、農産物や生活雑貨等を販売す
る｢九斎市｣で “買う” を、 おでんや焼きそばの販売で “食
べる”を実感することができました。
　また、中野陣屋・県庁記念館では｢信州中野七街道
景観展｣の写真に囲まれた中で、マンドリン演奏に
よって “観る” と “ 楽しむ” を味わい、この催しにより、
４つのことを同時に堪能することができました。
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　東山公園に｢巡り逢いの巨石｣を設置し、その除幕式
を10月28日に行いました。この巨石は、巡り逢いのロ
マンが人気の土人形「月の兎」を題材としたもので、
多くの方がさまざまな巡り逢いの願いを込めるために
訪れていただき、愛される場所となることを願って設
置されました。
　また｢巡り逢いの巨石｣の設置を記念して日本土人形
資料館まつりを開催し、きのこ汁の無料サービスや土
人形の絵付け体験等が行われ大勢の人でにぎわいました。

▲「巡り逢いの巨石」が除幕されました

▲大勢の皆さんに好評だった土人形の絵付け体験

������

　10月７日、｢高井地域の江戸時代を考える｣と題して、
市民会館会議室で地域史講演会が開催されました。
　平成10年から国文学研究資料館アーカイブズ研究系
とともに江部・山田家所蔵歴史資料の整理・調査を進
めてきましたが、今年度中に整理が完了することを記
念して、講師３名による講演が行われました。
　この講演会では、山田家文書の整理・保存方法、地
域史料を文化遺産として守っていくことの課題（青木
睦先生）、中野村農民が山田家から借用した商い金の
滞り争論一件（高橋実先生）、山田家の地主経営と渋温
泉、そして佐久間象山とのかかわり（山本英二先生）
について、詳しくお話していただきました。

▲山田家に関する講演を大勢の方が聴講されました

平成１8年11月　広報なかの  14

え べ さ
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　10月10日、中野商工会議所・豊田村商工会の組織統
合に係る協定書調印式が、青木市長の立会いのもと、
中野商工会議所において調印が行われました。
　これは、１市町村１団体という方針によるもので、
今年７月に統合協議会が設置されて協議を重ね、10月
20日には豊田村商工会の解散が決定され、12月１日か
らは統合した中野商工会議所がスタートします。
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　市社会福祉協議会主催の第２回中野市社会福祉大会
が10月７日、中野勤労者福祉センターで開催されました。
　当日は、アトラクションの和太鼓演奏に始まり、功
労及び善行表彰、そして感謝状の贈呈が行われました。
　その後の記念講演では、重度の障害をお持ちの濱宮
郷詞さんが、いくつもの困難を克服した体験や周囲の
障害者の方への接し方などを語ってくださいました。

▲12月１日の統合に向けて協定が結ばれました
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　日ごろ忘れがちな水の大切さをＰＲするため、10月
28日、替佐区にある豊田集落排水処理場を開放しました。
　当日は、処理場のしくみ等を理解してもらうための
施設見学のほか、上下水道器具展示やほたるマップな
どの各種展示等を行いました。屋外では、秋の定番の
きのこ汁や子どもたちに人気のポップコーンや金魚す
くい等の無料サービスコーナーがあり、会場は、子ど
も連れなどの方々でにぎわいました。
　また、施設内をスタンプラリーした人に無料で、堆
肥「なかのおすみちゃん」や「未土利」を頒布しました。
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▲子どもたちも興味深く説明を聞いていました

▲数々の困難を乗り越えてきた体験を語る濱宮郷詞さん

��������	
　野鳥観察会を10月14日、替佐区の千曲川周辺で行い
ました。これは、私たちの身近にある千曲川の水辺や
里山等の素晴らしい環境などを広く皆さんに知ってい
ただくために実施したものです。
　当日は、信濃野鳥写真クラブ代表の山上孝夫さんに
説明していただきながら、千曲川周辺に生息する「ミ
サゴ」や「チョウゲンボウ」など、21種類の野鳥が観
察できました。観察会の後、参加者は豊田文化セン
ターに移動し、スライドを使いながら、山上先生の「千
曲川に住む野鳥のおもしろいお話」を聴きました。

▲望遠鏡などを使って野鳥の多さを再確認しました
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�▼ ワラ馬（火災除け）。
近年、餅かえ行事の際、
抽選で差し上げている。

�▲ 餅かえ行事（市指定無形民俗
文化財）。毎年３月８日に、餅か
え記念館の前で行われている。

�▼ 愛宕山。地元の人たちにとっ
て大切な場所であり、無病息災
などを願って毎日通う人もいる。

�▲ 諏訪社。平成８年に
建て替えてから、今年
で10年目を迎えた。
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　昔の話になりますが、大徳寺にある愛
宕山（あたごさん）では、４月に嫁愛宕
山、７月には桃愛宕山、そして10月には
柿愛宕山という縁日が開かれていました。
また、奉納相撲を行っていた場所でもあ
り、吉田追風という力士の名が書かれた
免許状は、今も大切に保管をしています。

　伝統の｢餅かえ行事｣が有名です。この
行事は、当日の朝に法螺貝の合図で区民
が集まり、各自が作ったワラ馬とワラッ
ト（餅を中に入れたワラの袋）を交換し
あい、この餅を食べると風邪をひかない
と言われています。このほか、稲作文化
を伝える種々の行事が行われています。

No.�

 小   沼  区
お ぬま

   片   塩  区
かた しお

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

倭地区倭地区

科野科野
地区地区

平岡平岡
地区地区

中野中野
地区地区

永田地区永田地区

豊津地区豊津地区

上今井上今井
地区　地区

長
丘
地
区

長
丘
地
区

平野平野
地区地区

高丘高丘
地区地区

延徳延徳
地区地区

日野日野
地区地区

ログハウス 山の直売所
代表 永　沢　美代子

　

今
回
ご
紹
介
す
る「
ロ
グ
ハ
ウ
ス 
山
の

直
売
所
」
は
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
平
成
十
四
年
に
高
社
山
の
間
伐
材
を

利
用
し
た
ロ
グ
ハ
ウ
ス
が
建
設
さ
れ
、
そ

の
敷
地
内
に
地
元
農
産
物
の
直
売
所
を
設

置
し
、
現
在
、
男
性
を
含
め
て
倭
地
区
の

メ
ン
バ
ー
十
六
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
風
光
明
媚
な
直
売
所
で
は
、
果
樹
、

野
菜
、
花
な
ど
を
六
月
頃
か
ら
十
一
月
ま

で
、
第
一
ま
た
は
第
二
日
曜
日
に
販
売
を

行
っ
て
お
り
、
今
年
最
後
の
直
売
所
の
開

催
を
、
今
月
十
二
日
に
実
施
し
ま
す
。

　

北
部
農
免
道
路
が
全
線
開
通
し
て
い
な

い
た
め
、
こ
の
直
売
所
を
知
ら
な
い
方
も

多
い
の
で
、
今
後
は
大
勢
の
皆
さ
ん
に
覚

え
て
い
た
だ
い
て
、
月
に
一
度
で
は
な
く
、

毎
週
開
催
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
ま
た
、

地
元
の
多
く
農
家
の
方
に
も
加
わ
っ
て
い

た
だ
き
、
品
数
も
増
や
し
た
い
と
の
こ
と
。

　

代
表
の
永
沢
美
代
子
さ
ん
は
、「
こ
の
場

所
は
、
皆
の
知
恵
と
技
術
の
結
集
で
、
愛

着
が
感
じ
ら
れ
、
皆
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

市
内
の
素
晴
ら
し
い
景
色
が
見
渡
せ
る
こ

の
直
売
所
に
、
多
く
の
方
に
立
ち
寄
っ
て

ほ
し
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

��

��
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愛宕山愛宕山

��

小沼公民館小沼公民館
��

小沼餅かえ記念館小沼餅かえ記念館

至ＪＡ
延徳
支所

至 Ｊ
 Ａ延
徳支
所

至新保至新保

至
小
布
施

至
小
布
施

至文化公園至文化公園

諏訪社諏訪社

片塩公民館片塩公民館
至市街

地
至市街

地

主要
地方
道
中野
・豊
野線

主要
地方
道 
中野
 ・ 豊
野線
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新
婚
さ
ん
募
集
！
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�
出
会
っ
た
き
っ
か
け
は

（
由
理
子
さ
ん
）
私
が
働
い
て
い

る
会
社
に
彼
が
入
社
し
て
き
て
、

そ
の
新
人
歓
迎
会
で
出
会
い
ま
し

た
。
付
き
合
い
始
め
た
の
は
そ
れ

か
ら
七
カ
月
ほ
ど
し
て
か
ら
で
す
。

�
第
一
印
象
は

（
英
明
さ
ん
）
同
僚
か
ら
聞
い
て

は
い
た
の
で
す
が
、
怖
い
な
ぁ
と

思
い
ま
し
た
（
笑
）。

（
由
理
子
さ
ん
）
静
か
そ
う
で
、

し
ゃ
べ
ら
な
い
人
な
の
か
な
ぁ
と

感
じ
ま
し
た
。

�
お
互
い
の
す
て
き
な
と
こ
ろ
は

（
英
明
さ
ん
）
優
し
さ
や
思
い
や

り
が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
ね
。

（
由
理
子
さ
ん
）
私
が
疲
れ
て
い

る
時
と
か
、
す
ぐ
気
付
い
て
、
優

し
い
言
葉
を
か
け
て
く
れ
た
り
す

る
と
こ
ろ
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

�
ど
ん
な
家
庭
を
築
い
て
い
き
た

い
で
す
か

（
英
明
さ
ん
）
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
も
、
仲

が
良
く
、
笑
い
声
が
あ
ふ
れ
て
い

る
家
庭
に
し
た
い
で
す
。
由
理
子

さ
ん
、
一
生
守
っ
て
い
き
ま
す
！

（
由
理
子
さ
ん
）
彼
と
同
じ
気
持

ち
で
す
。
英
明
さ
ん
、
ず
っ
と
今

の
気
持
ち
の
ま
ま
仲
良
く
い
て
く

だ
さ
い
。
い
つ
ま
で
も
私
を
一
番

に
思
っ
て
ね�

黒　鳥　英　明  さん  （30歳）
　　　　由理子  さん  （29歳）

（西条）
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　10月14日、中野実業高等学校の創立100周年記念式典
が市民会館において開催されました。当日は、卒業生
や在校生をはじめ、関係者など約1,000人が集まり、皆
で百年という節目を祝いました。
　また、式典後は「サッカー取材から見える人生観、
世界観」と題して、元川悦子さん（松本市出身のフリ
ーライター）による記念講演が行われました。
　来年４月には、同校と中野高等学校の統合により、
新しい総合学科高校も誕生します。「志を立て　夢を持
ち　自らの道を切り開いていく」という教育理念のも
と、「中野立志館（りっしかん）高等学校」として新た
な一歩を歩み始めます。
　なお、同校では100周年記念誌「百年史」を発行する
予定です。詳しくは、同校（�22－2141）までお問い
合わせください。

中野実業高等学校

創立100周年記念式典を開催

　

ぼ
く
の
夢
は
、
こ
れ
か
ら
も
ず

っ
と
野
球
を
続
け
て
い
く
こ
と
で

す
。
ぼ
く
が
三
年
生
の
時
に
入
っ

た
チ
ー
ム
は
、
五
年
生
の
時
に
人

が
足
り
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
解

散
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

大
好
き
な
野
球
を
六
年
生
に
な
っ

て
も
続
け
て
い
き
た
か
っ
た
の
で
、

ど
の
チ
ー
ム
に
入
れ
て
も
ら
え
る

か
、
そ
の
時
す
ご
く
不
安
に
な
り

ま
し
た
。

　

け
れ
ど
、
ぼ
く
は
六
年
生
か
ら

同
じ
学
校
の
「
ゴ
ー
ス
ト
平
岡
」

に
入
れ
て
も
ら
え
ま
し
た
。
そ
の

時
は
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

そ
し
て
六
年
生
の
時
、
中
野
市
ち

び
っ
こ
野
球
大
会
で
優
勝
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

せ
っ
か
く
豊
田
村
と
合
併
し
て

中
野
市
が
大
き
く
な
っ
た
の
に
、

ち
び
っ
こ
野
球
の
チ
ー
ム
が
減
っ

て
し
ま
う
の
は
さ
み
し
い
で
す
。

　

ぼ
く
は
、
大
き
く
な
っ
た
ら
中

野
市
の
環
境
の
中
で
、
中
学
生
に

な
っ
て
も
、
高
校
生
に
な
っ
て
も

ず
っ
と
野
球
を
続
け
て
い
き
た
い

で
す
。

　

そ
し
て
、
ぼ
く
は
野
球
な
ど
の

ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
中
野
市
に
な

れ
ば
い
い
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。
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� ▼

元
川
悦
子
さ
ん
に
よ
る
講
演
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�������������������������

�������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
最
も

基
本
と
な
る
方
法
は
、
予
防
接
種

で
す
。
特
に
、　

歳
以
上
の
高
齢

65

者
へ
の
予
防
接
種
は
、
肺
炎
な
ど

の
重
症
化
を
防
ぐ
の
に
効
果
が
あ

り
ま
す
。

　

市
で
は
、　

歳
以
上
の
方
を
対

65

象
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
者　
　

歳
以
上
の
方

65

※
た
だ
し
、　

歳
以
上　

歳
未
満

60

65

の
方
で
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸

器
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

の
疾
病
に
よ
り
、
身
体
障
害
者

１
級
相
当
を
有
す
る
方
も
対
象

に
な
り
ま
す
。

一
部
自
己
負
担
額　

１
０
０
０
円

※
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
で
す
。

接
種
期
間　
　

月　

日�
ま
で

12

30

そ
の
他　

事
前
に
医
療
機
関
へ
確

認
及
び
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

期
日　
　

月　

日�

11

18

時
間　

午
後
１
時　

分
〜
午
後
３
時

30

場
所　

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

講
演　

お
は
な
し�
び
っ
く
り
ば
こ

費
用　

無
料

■
第
７
回

期
日　
　

月　

日�

11

10

内
容　

ツ
ナ
じ
ゃ
が
、
手
づ
く
り

ウ
ィ
ン
ナ
ー
、
秋
の
具
沢
山
ス
ー

プ
作
り

申
込
期
限　
　

月
８
日�

11

講
師　

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

■
第
８
回

期
日　
　

月
６
日�

12

内
容　

揚
げ
野
菜
煮
、
そ
ば
ち
ら

し
寿
司
、
松
風
焼
き
作
り

申
込
期
限　
　

月
４
日�

12

講
師　

市
子
育
て
課　

栄
養
士

〈
以
下
、
共
通
事
項
〉

時
間　

午
前　

時
〜
午
後
１
時

10

場
所　

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

費
用　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

定
員　
　

名
10

　

野
菜
や
果
樹
な
ど
収
穫
の
最
盛

期
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
市
内
で

お知らせ

中野市役所
�22-2111
FAX(広報直通)
22-2445
豊田支所
�38-3111

も
農
作
物
の
盗
難
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
ま
た
、
農
作
物
の
注
文

を
し
な
が
ら
代
金
を
払
わ
な
い
、

い
わ
ゆ
る�
取
り
込
み
詐
欺�
も

県
下
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

被
害
の
主
な
手
口
と
事
例

◇
商
品
を
先
に
受
け
取
っ
て
、
代

金
を
支
払
わ
な
い
。

◇
最
初
は
小
口
注
文
を
し
て
代
金

を
支
払
い
、
安
心
感
を
与
え
る
。

徐
々
に
注
文
数
や
回
数
を
増
や

し
た
後
、
突
然
支
払
い
が
な
く

な
り
、
連
絡
も
と
れ
な
い
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
要
点

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
の
ご
案
内

�
健
康
長
寿
課
健
康
管
理
係

（
内
線
２
４
２
）
ま
た
は
豊

田
支
所
健
康
福
祉
課
健
康
長

寿
係
（
内
線
１
１
１
）

住
宅
の
構
造　

木
造
２
階
建
て
、

地
下
１
階
（
車
庫
、
物
置
）

使
用
料　

月
額
４
５
０
０
０
円
ま

た
は
４
７
０
０
０
円

募
集
期
間　
　

月
２
日�
か
ら　

11

15

日�
ま
で

抽
選
日
時
・
会
場　
　

月　

日�

11

22

午
後
２
時
・
豊
田
文
化
セ
ン
タ
ー

※
入
居
資
格
な
ど
、
詳
し
く
は
直

　

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
団
地
及
び
戸
数　

東
町
団
地

（
中
野
市
中
央
２
丁
目
）・
１
戸
、

県
町
団
地 （
飯
山
市
静
間
）・
２
戸

募
集
期
間　
　

月
６
日�
〜　

日�

11

13

抽
選
日　
　

月　

日�

11

17

入
居
日　
　

月
１
日�

12

※
入
居
資
格
な
ど
、
詳
し
く
は
直

　

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
読
み
聞
か
せ
会
で
は
、

 「
ど
う
ぞ
の
い
す
」
や
「
は
っ
ぱ
の

フ
レ
デ
ィ
ー
」
な
ど
を
読
み
ま
す
。

農
作
物
の
盗
難
被
害

防
止
等
に
つ
い
て

農
政
課
振
興
係
（
内
線
２
５

３
）
ま
た
は
豊
田
支
所
経
済

課
農
政
係
（
内
線
１
４
３
）

�

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

北
信
地
方
事
務
所
地
域
政
策
課

土
地
利
用
・
建
築
室

�
�
０
２
２
０

�

年末調整や確定申告には社会保険料控除証明書を

◇
う
ま
い
話
に
の
ら
な
い
。

◇
相
手
先
や
紹
介
者
が
い
る
場
合

は
、
必
ず
連
絡
先
を
確
認
す
る
。

◇
見
覚
え
の
な
い
注
文
は
、
必
ず

前
金
と
す
る
。

◇
契
約
書
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
あ

っ
て
も
、
簡
単
に
信
用
し
な
い
。

盗
難
予
防
対
策

①
収
穫
し
た
農
産
物
を
園
地
等
で

保
管
し
な
い
。

②
倉
庫
で
管
理
す
る
場
合
で
も
確

実
に
施
錠
す
る
。

③
怪
し
い
不
審
者
が
い
る
場
合
は

警
察
署
へ
通
報
を
す
る
。

第
７
回
キ
ッ
ズ
・

え
ほ
ん
☆
か
い

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

�
３
５
２
２

�

●社会保険料控除に証明書が必要です
　国民年金保険料は、納めた全額が社会保険料控除の対象とな
ります。年末調整や確定申告の際には、証明書類の添付が必要
です。このため、毎年11月上旬に社会保険庁から「社会保険料
（国民年金保険料）控除証明書」（ハガキ）が送付されます。
証明内容は、本年１月から10月２日までに納めた額と、年内に
納付が見込まれる額です。また、10月３日以降に初めて納める
方は、翌年２月上旬に同様の証明書が送付されます。申告まで
大切に保管してください。
●ご家族の保険料を納めている方は？
　国民年金保険料は、被保険者だけでなく、世帯主及び配偶者
の方も連帯して納める義務があります。世帯主または配偶者と
してご家族の保険料を納めた場合は、納めた全額が納めた方の
所得税などの控除対象となります。手続きの際には、ご自身の
社会保険料の額と合算して申告してください。
問い合わせ先　市民課国民年金係（内線２３７）・豊田支所市民
環境課市民環境係（内線１３３）または長野北社会保険事務所
（�０２６（244）４１００）

若
者
住
宅
入
居
者
募
集

都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係
（
内

線
２
７
３
）
ま
た
は
豊
田
支
所

建
設
課
建
設
係
（
内
線
１
５
３
）

�

交
流
料
理
教
室

参
加
者
募
集

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

�
３
５
２
２

�
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検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
国
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば

れ
た　

人
の
検
察
審
査
員
が
、
検

11

察
官
が
被
疑
者
を
裁
判
に
か
け
な

か
っ
た
こ
と
（
不
起
訴
処
分
）
の

よ
し
あ
し
を
審
査
す
る
こ
と
に
よ

り
、
刑
事
手
続
の
中
に
国
民
の
一

般
的
な
良
識
を
反
映
さ
せ
、
よ
り

良
い
刑
事
司
法
を
実
現
す
る
た
め

に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
際
に

は
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
検
察
官
の
不
起
訴
処
分

に
不
満
を
お
持
ち
の
方
は
、
検
察

審
査
会
の
窓
口
で
、
申
立
て
に
つ

い
て
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

※
費
用
無
料
、
秘
密
厳
守

　

経
済
政
策
や
雇
用
、
失
業
問
題

の
改
善
に
役
立
て
る
た
め
、
労
働

力
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯
に
は
、

　

月
か
ら
平
成　

年
２
月
に
か
け

11

19

て
県
の
統
計
調
査
員
が
調
査
票
を

持
っ
て
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
日　
　

月　

日�

11

16

時
間　

午
後
６
時　

分
か
ら

30

会
場　

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

演
題　

『
現
在
社
会
と
子
ど
も
の

攻
撃
性
』
〜
モ
ノ
原
理
優
先
社
会

か
ら
ひ
と
原
理
優
先
社
会
へ
〜

講
師　

財
団
法
人
佐
久
教
育
会

会
長　

東
城
久
夫
さ
ん

　

日
本
郵
政
公
社
が
「
ゆ
う
パ
ッ

　コンポスト化施設により製造した肥料、
なかの「おすみちゃん」の販売があります。
皆さんぜひご利用ください。
11月の販売日
11月８日�、19日�、22日�
　※次回は、３月の予定です。
販売価格（税込み）
１袋（15㎏）200円、バラ(300kg)1,500円、
バラ(500kg)2,500円
※バラは予約制となります。販売日の10日
　前までに必ず予約をしてください。
販売場所　中野浄化管理センター
　　　　（中野市大字江部511番地）
販売時間　午前９時から正午まで
問い合わせ先
上下水道課下水道係（内線２８３）または
豊田支所上下水道係（内線１６３）

 なかの 「おすみちゃん」 販売

省
エ
ネ
ラ
ベ
ル
で
お
得
な
選
択

　

毎
日
使
っ
て
い
る
家
電
製

品
は
、
大
型
化
や
多
機
能
化

が
進
む
と
と
も
に
、
家
庭
に

お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
性
能
の
製
品

で
も
機
種
に
よ
り
電
気
使
用

量
が
大
き
く
違
い
ま
す
。

　

電
気
使
用
量
が
多
い
と
地

球
温
暖
化
の
原
因
で
あ
る
二

酸
化
炭
素
の
排
出
量
も
多
く

な
り
ま
す
。

　

家
庭
で
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

効
果
を
上
げ
る
た
め
に
は
、

ま
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効

率
の
良
い
機
器
を
選
ぶ
こ
と
、

そ
し
て
、
上
手
な
使
い
方
に

心
が
け
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
を
少
な
く
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

省
エ
ネ
性
能
に
優
れ
た

「
省
エ
ネ
型
製
品
」
は
、
省

エ
ネ
型
で
な
い
製
品
と
比
べ

る
と
購
入
時
の
価
格
は
割
高

に
な
り
ま
す
が
、
電
気
使
用

量
が
少
な
い
た
め
、
ト
ー
タ

ル
コ
ス
ト
で
考
え
れ
ば
結
局

割
安
と
な
り
ま
す
。

　

エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
テ

レ
ビ
で
は
統
一
省
エ
ネ
ラ
ベ

ル
表
示
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

省
エ
ネ
ラ
ベ
ル
を
参
考
に

環
境
に
や
さ
し
い
製
品
を
選

び
ま
し
ょ
う
。

シリーズ
��������

廃
消
火
器
の

回
収
シ
ス
テ
ム

環
境
課
衛
生
係

（
内
線
２
４
５
）

�

労
働
力
調
査
に

ご
協
力
を

県
企
画
局
統
計
課

０
２
６ （　

） ７
０
７
４

235

�

人
権
教
育
講
座

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

�
３
５
２
２

�

ご
存
知
で
す
か
？

検
察
審
査
会

長
野
検
察
審
査
会
事
務
局

（
長
野
地
方
裁
判
所
内
）

０
２
６ （　

） ４
９
９
１

232

�

ク
」
を
利
用
し
て
、
不
用
な
消
火

器
を
回
収
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
ま
し
た
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

料
金　

一
律
２
３
１
０
円

申
込
先　

エ
コ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル�
０
１
２

０
‐
８
２
２
‐
３
０
６
）

期
日　
　

月　

日�

11

16

時
間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時　

分

10

40

会
場　

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー�
あ
い
と
ぴ
あ�
（
岡
谷
市
）

内
容　

映
画
上
映
、
講
演
、
対
談

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

　

長
野
地
方
法
務
局
飯
山
支
局
で

は
、　

月　

日�
か
ら
同
支
局
管

11

27

轄
（
中
野
市
の
一
部
（
旧
豊
田
村

分
）、
飯
山
市
、
木
島
平
村
、
野

沢
温
泉
村
、
栄
村
の
土
地
・
建
物
）

の
登
記
事
務
に
つ
い
て
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
に
よ
る
処
理
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
従
来
の
登
記
簿

謄
本
・
抄
本
に
代
わ
り
、
登
記
事

項
証
明
書
を
発
行
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
併
せ
て
、
こ
れ
ま
で
行

っ
て
い
た
不
動
産
登
記
簿
の
閲
覧

制
度
は
廃
止
さ
れ
、
登
記
事
項
要

約
書
を
発
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
、
直
接
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク

バ
イ
オ
レ
ン
ス

防
止
セ
ミ
ナ
ー

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

�
あ
い
と
ぴ
あ�

０
２
６
６�
５
７
８
１

�

不
動
産
登
記
事
務
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理

長
野
地
方
法
務
局
飯
山
支
局

０
２
６
９�
２
３
０
２

�
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期
日　
　

月　

日�

11

28

時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

30

30

会
場　

市
民
会
館　

号
会
議
室

41

テ
ー
マ　

悪
質
商
法
に
つ
い
て
学

ぼ
う

講
師　

県
生
活
環
境
部
生
活
文
化

課
企
画
員　

宇
都
宮
純
先
生

参
加
料　

無
料

　

日�
（
１
月　

日�
）

14

31

会
場　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
信
州
長
野

分
室
（
長
野
市
・
長
栄
長
野
東
口

ビ
ル
５
階
）

※
内
容
等
詳
し
く
は
、
直
接
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

毎
週
月
曜
日

期
間　
　

月　

日�
〜　

日�

11

13

19

時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
７

30

時　

分
（
土
・
日
曜
日
は
、
午
前

30

　

時
〜
午
後
５
時
）

10【
相
談
電
話
番
号
】

０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

期
日　
　

月　

日�

11

30

時
間　

午
後
６
時　

分
〜
８
時　

分

30

30

会
場　

中
野
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　

少
子
高
齢
社
会
に
お
け

る
働
き
方
と
人
材
活
用
の
あ
り
方

講
師　

松
本
大
学
総
合
経
営
学
部

総
合
経
営
学
科　

助
教
授　

上
野

隆
幸
氏

申
込
締
切
日　
　

月　

日�

11

22

※
申
込
方
法
等
、
詳
し
く
は
、
直

　

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

期
日　
　

月　

日�

11

19

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

会
場　

平
野
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
容　

Ｓ
ケ
ン
な
ど
昔
の
遊
び

参
加
費　

２
０
０
円

申
込
締
切
日　
　

月　

日�

11

10

開
催
期
間
（
申
込
期
限
）

・　

月　

日�
〜　

月
５
日�

11

28

12

（　

月　

日�
）

11

22

・
平
成　

年
２
月
６
日�
〜
２
月

19

　

リ
サ
イ
ク
ル
と
ゴ
ミ
の
減
量

化
の
た
め
、
ご
家
庭
で
使
わ
な

く
な
っ
た
物
や
欲
し
い
物
を
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
掲
載
し
て
い

る
以
外
の
物
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（　

月　

日
現
在
で
掲
載
）

10

18

★
バ
ッ
ト
（
子
供
用
）
★
ロ
ー

ラ
ー
ブ
レ
ー
ド
★
オ
ル
ガ
ン
★

ス
キ
ー
セ
ッ
ト
★
大
人
用
三
輪

車
★
自
転
車
★
味
噌
桶
★
テ
ニ

ス
ラ
ケ
ッ
ト
★
子
供
服
★
足
踏

み
ミ
シ
ン
★
三
味
線
★
ビ
デ
オ

デ
ッ
キ
★
小
引
き
出
し
★
五
月

人
形
★
プ
リ
ン
タ
ー
・
ス
キ
ャ

�
ゆ
ず
り
ま
す

ナ
ー
★
電
子
ピ
ア
ノ
★
食
器

棚
★
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
★
百
科

事
典
★
英
語
教
材
（
子
供
用
）

★
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
★
破
魔
矢

★
ラ
ジ
カ
セ
★
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ

★
ソ
フ
ァ
ー
★
三
味
線
★
電
動

車
イ
ス
★
車
イ
ス
★
バ
ト
ミ
ン

ト
ン
ラ
ケ
ッ
ト
★
ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン
★
オ
ー
ブ
ン
レ
ン
ジ
★
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
★
か
ん
じ
き
★
カ

ー
オ
ー
デ
ィ
オ
★
介
護
用
電
動

ベ
ッ
ド
★
こ
た
つ
セ
ッ
ト
★
カ

ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
★
窓
用
ク
ー
ラ

ー
★
自
転
車
★
メ
リ
ー
（
赤
ち

ゃ
ん
用
）
★
電
動
自
転
車

申
し
込
み
先　

市
民
課
生
活
交

通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
生
活

交
通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

ま
た
は
豊
田
支
所
市
民
環
境
課

市
民
環
境
係
（
内
線
１
３
３
）

�
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
��

�
��
�
�

�
��
�
�

時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

30

30

会
場　

長
野
地
方
法
務
局
飯
山
支
局

内
容　

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
お

困
り
こ
と
や
心
配
ご
と
に
つ
い
て

相
談
員　

人
権
擁
護
委
員

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。
電
話
で
の
相
談
も
可
。

※
法
務
局
で
は
、
月
曜
日
か
ら
金

曜
日 （
休
日
を
除
く
）の
午
前
８

時　

分
か
ら
午
後
５
時　

分
ま

30

15

で
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

全
国
一
斉 「
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間

長
野
地
方
法
務
局
飯
山
支
局

０
２
６
９�
２
３
０
２

�

　催眠商法　　近所の家の車庫・駐車場・空き地・空き店舗などを会場とし
て、無料で日用品を配ったり、安く売って、「もらわないと損、買わねば損」
というような一種の催眠状態を作り出し、最後に高額な健康食品や布団など
を買わせる商法です。最近は、会場を閉め切って帰らせない、脅して契約書
を書かせるなど、手口が乱暴で悪質になるケースもあります。あやしげな会
場へは行かないのが一番です。
　マルチ商法　　ある販売組織の加入者が別の消費者に商品を売って組織に
加入させてマージンを受け取り、さらにその消費者が別の消費者に商品を売
って組織に加入させてマージンを受け取り、さらにその消費者が･･･というよ
うなことを次々行って組織をピラミッド式に拡大していく商法です。勧誘時
の成功話と違って、思うように販売員が獲得できず、結局売れない商品を抱
え込むことになることが多いようです。また、友人を勧誘することが多いた
め人間関係を壊すことにもなりかねません。
※クーリングオフ期間内であれば、無条件で契約を解除できます。クーリン
グオフ期間を過ぎても、場合によっては解約できることもありますので、何
か心配なことがある場合は市役所市民課生活交通安全係（内線２３８）また
は豊田支所市民環境課市民環境係（内線１３３）へご連絡ください。

～気をつけましょう！～

北
信
地
区

労
働
フ
ォ
ー
ラ
ム

県
北
信
労
政
事
務
所
中
野
分
室（
北

信
地
方
事
務
所
内
） �
０
２
１
９

�

消
費
生
活
講
演
会

市
民
課
生
活
交
通
安
全
係

（
内
線
２
３
８
）

�

 「
ふ
る
さ
と
の
遊
び
」

参
加
者
募
集

ふ
る
さ
と
冒
険
ク
ラ
ブ
実
行

委
員
会
〈
豊
田
支
所
子
ど
も
課

子
ど
も
係
〉（
内
線
１
２
６
）

�就
職
基
礎
能
力
速
成
講
座

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
山

０
２
６
９�
８
６
０
９

�

人
権
常
設
相
談
所

長
野
地
方
法
務
局
飯
山
支
局

０
２
６
９�
２
３
０
２

�
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常
設
展「
銅
版
画
と
石
版
画（
リ

ト
グ
ラ
フ
）」

　

月
９
日�
か
ら
平
成　

年
１

11

19

月　

日�
21

※
収
蔵
版
画
の
中
か
ら
銅
版
画

と
石
版
画
、
両
方
を
収
蔵
し

て
い
る
作
家
の
作
品
を
並
べ

て
展
示
し
ま
す
。

「
た
か
や
し
ろ
土
と
炎
の
会
」

会
員
展

　

月　

日�
ま
で

11

12

矢
野
武
明
「
癒
し
の
花
風
景
」

写
真
展

　

月　

日�
〜　

日�

11

15

26

エ
ッ
グ
ア
ー
ト
展

　

月　

日�
ま
で

12

28

第　

回
�
�
展

25

　

月　

日�
ま
で

11

12

※
風
土
に
根
ざ
し
た
新
た
な
美

の
創
造
を
根
ざ
す
郷
土
の
美

術
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

市
収
蔵
屏
風
絵
展
「
一
畳
に
描

か
れ
る
雅
」

　

月　

日�
か
ら
平
成　

年
１

11

16

19

月　

日�
28

※
市
で
所
蔵
す
る
町
田
曲
江
、

町
田
湘
湖
な
ど
の
屏
風
絵
を

展
示
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�	

�
�
�
�
�
�
�
�

�
��
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
����
�
	


�

�
�
�
�

会場 ・ 問い合わせ先日時相談名

福祉ふれあいセンター
　  （� 26 － 3111）
　 　法律相談は予約が
    必要となりますので、
ご希望の方は福祉ふ
れあいセンターまで
 ご連絡ください。 　

毎週月～金曜日
13:30 ～ 16:30心配ごと相談

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00福祉相談

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00ボランティア相談

毎月第１・３月曜日
13:30 ～ 15:30法律相談

毎月第１・３日曜日
14:00 ～16:00結婚相談 (    　　　 )

市民会館 44 号
( 内線 335)

(中野地域)12月11日�
13:00 ～16:00

行政相談所
豊田支所相談室
( 内線 116)

(豊田地域)12月11日�
９:00～11:30

人権センター
� ２３－４８１０
面接相談は予約が必要とな
ります。 

(電話)毎週月 ・ 水 ・ 金
９:00 ～17:00

女性相談窓口
(面接)毎週月 ・ 水 ・ 金
９:00 ～13:00

北信地方事務所
� ２３－０２０２

毎月第３木曜日
10 :00 ～ 15:00交通事故巡回相談

福祉会館
( 中野地域からの有線は 21104）

毎月第１・ ３水曜日
14:00 ～ 16:00身体障害者相談所

市子ども相談室
� ２２－２１１１
( 内線 278)

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00子ども相談室

� ２３ － ３１９１
(市子ども相談室)

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00子ども電話相談３１９１

� ２６ －５２１９
(平野児童センター内)

毎月第１木曜日
10:00 ～ 11:30児童保健相談

南宮庁舎職業相談室
(�２ ３ － ４７１０）

毎週月～金曜日
８ :30 ～ 17:00職業相談

会場
人権センター

相談は無料、 秘密は厳守
各種相談日程

　

中
退
共
制
度
は
中
小
企
業
で
働

く
従
業
員
の
た
め
の
退
職
金
制
度

で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

制
度
の
特
色

▼
適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
の
移

行
先
で
す
▼
掛
金
の
一
部
を
国
が

助
成
▼
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
方
も

加
入
で
き
ま
す
▼
掛
金
は
税
法
上
、

金
額
非
課
税
に
な
り
ま
す
。

　

外
国
人
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

在
留
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
外
国
人

を
雇
用
し
た
い
、
あ
る
い
は
外
国

人
を
雇
用
し
て
い
る
事
業
所
の
皆

さ
ん
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

期
日　
　

月　

日�

11

25

時
間　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

30

会
場　

中
野
市
人
権
セ
ン
タ
ー

期
日　
　

月　

日�

11

18

時
間　

午
後
１
時
〜
３
時

会
場　

中
野
市
民
会
館

相
談
内
容　

土
地
・
建
物
の
登
記
、

会
社
の
登
記
・
供
託
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
・
サ
ラ
金
・
訪
問
販
売
な
ど
の

消
費
者
問
題
等
に
つ
い
て

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

中
退
共
制
度

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本

部
（
０
３ （　

） ０
１
５
１
）

3436

�

司
法
書
士
無
料

法
律
相
談
所

県
司
法
書
士
会
飯
山
支
部

�
３
４
８
６ （
目
崎
）

�

▼
文
化
芸
術
振
興
の
た
め
、

　

荒
木
義
太
郎
作
油
絵
Ｐ　

号
10

１
点
（
バ
レ
リ
ー
ナ
）〈
㈱

森
田
書
店
様
〉

▼
一
本
木
公
園
の
バ
ラ
の
増
苗

の
た
め
、

　

バ
ラ
苗
木
９
本
〈
一
本
木
公

園
バ
ラ
の
会
様
〉

▼
一
本
木
公
園
の
バ
ラ
の
増
苗

の
た
め
、

　

バ
ラ
苗
木　

本
〈
東
山
・
荒

16

井
善
秋
様
〉

▼
一
本
木
公
園
の
バ
ラ
の
増
苗

の
た
め
、

　

バ
ラ
苗
木
９
本
〈
栗
和
田
・

畔
上
二
三
男
様
〉

▼
福
祉
の
充
実
の
た
め
、

　

現
金
３
万
１
７
７
１
円
〈
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
豊
田
の
会
様
〉

▼
市
内
保
育
園
へ
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
と
し
て
、

　

ぶ
ど
う
（
巨
峰
等
）　
�250

　

〈
Ｊ
Ａ
中
野
市
・
同
ぶ
ど
う

部
会
様
〉

�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

平
成　

年
９
月　

日
か
ら

18

19

　

月　

日
ま
で

10

18

外
国
人
対
象
無
料
相
談
会

県
行
政
書
士
会
北
信
支
部
国

際
部
会�
３
６
０
６

�
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中野市健康長寿課
　　   子 育 て 課
豊田支所健康福祉課
　　 　  子 ど も 課

����

市の人口市の人口
（平成18年10月１日現在） （平成18年10月１日現在）

人　口　４６,４９４人（－25）
　男　　２２,４７８人（－10）
　女　　２４,０１６人（－15）
世帯数　１４,７３１戸（＋14）

�������
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、
　　　　バスタオル

対　　象健 診 日健診名

18年７月生まれ11月14日�
３か月
健 診

18年３月生まれ11月15日�７か月
健 診

17年４月生まれ11月17日�
１歳 
６か月
健 診

16年10月生まれ11月13日�２ 歳
健 診

15年10月生まれ11月16日�３ 歳
健 診

※都合の悪い場合は、翌月お出かけ
　ください。

Ｂ Ｃ Ｇ
予防接種

��������	
���

��������	
��	

��������	
���

���������	
��

���������	
�

(下田友三・恵美子さん 長嶺)

������   くん （３歳１か月）
よし き

（ ）は前月１日比 （  ） は前月１日比

　赤ちゃんと遊んだり、育児につい
て学び、話し合う教室です。
期日／12月１日�
時間／午後１時15分～３時30分
会場／中野保健センター
対象／８～10か月児
内容／むし歯の予防とアゴの発育の
　　　はなし、離乳食について

�22－2111 内線242
�22－2111 内線356
�38－3111 PHS6120
�38－3111 PHS6118

休日診療所：中野保健センター�23－2255 
休日当番薬局携帯電話　�090-4125－8402 

　(ともに ９ 時～17時。日・祝日のみ) 

����
持ち物／母子健康手帳、予診票

ＢＣＧ(接種年齢は３～６か月未満の乳児)

期日／11月14日�
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
対象／平成18年７月生まれ
※３か月検診時に行います。

三種混合(ジフテリア、 百日せき、 破傷風)
受付時間／午後１時～１時50分

<中野保健センター >
11月20日�…中野、 長丘、 科野、 倭
    21日�…日野、 延徳、 平野、 高丘、 平岡
12月４日�…中野、 長丘、 科野、 倭
    ５日�…日野、 延徳、 平野、 高丘、 平岡
<豊田保健センター >
12月６日�…豊田地域

１期初回＝３か月～１歳の乳幼児
　　　　　 （３～８週間隔で３回接種）
１期追加＝１歳６か月～３歳の幼児
　　　　　 （初回終了後12～18か月の
　　　　　間に１回）
《７歳６か月未満まで接種可能》

対 
象 
・ 
接 
種 
方 
法

��������

①期日／11月20日�
　時間／午前９時30分～11時30分
　場所／中野市豊田支所
②期日／12月１日�
　時間／午前９時30分～11時30分
　場所／市民会館45号会議室

������
　次のことでお悩みの方に、精神神
経科医師が相談に応じます。（無料）
子供／こだわりが強い、登校拒否など
大人／イライラ、不眠、物忘れなど
日時／11月30日�午後２時～４時
会場／中野保健センター
※希望者は、11月28日�までに健康
　長寿課へお申し込みください。

※豊田地域の方も、都合により中野
保健センターで受けたい場合は、
接種を受けられます。

������
　40歳・50歳・60歳・70歳の方が対
象の歯周疾患検診（通知済み）は、
12月29日�までです。対象の方は早
めに受診してください。（無料）

★期日／11月22日�
　時間／午後１時30分～４時
　会場／中野保健センター
　持ち物／筆記用具、母子健康手帳、
　　　　　歯ブラシ
　内容／母と子の歯の健康、妊婦体
　　　　験、もく浴実習、チャイル
　　　　ドシートの装着について
★期日／12月７日�
　時間／午前９時30分～11時45分
　会場／中野保健センター
　持ち物／筆記用具、母子健康手帳
　内容／母乳栄養と乳房管理、 交流会

���

������������	
���

　骨粗しょう症予防のための骨塩量
測定を行います。測定を希望される
方は、期日の２週間前までに予約を
してください。（無料）
期日／12月12日�
時間／午前９時30分～10時30分
会場／中野保健センター
対象／40歳以上の方
定員／50人まで（定員になり次第、
　　　締め切ります）
申込先／健康長寿課健康管理係



　

三
四
六
さ
ん
の
ラ
ジ
オ
で

好
き
な
コ
ー
ナ
ー
は
、
ギ
タ

ー
の
も
の
ま
ね
で
歌
う
週
末

占
い
。
そ
こ
で
豊
田
公
民
館

の
文
化
講
演
会
に
行
っ
て
き

た
。

　

学
生
時
代
に
柔
道
で
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
て
い
た

頃
に
、
俳
優
Ｓ
と
一
緒
だ
っ
た
と
か
。

昔
は
超
ネ
ク
ラ
だ
っ
た
。
彼
は
ハ
ワ

イ
に
留
学
し
て
ネ
ク
ラ
を
個
性
と
し

て
認
め
ら
れ
て
自
信
を
持
ち
、
今
す

ご
く
輝
い
て
い
る
。
人
と
話
す
の
が

苦
手
で
ネ
ク
ラ
な
子
供
が
私
た
ち
の

ま
わ
り
に
い
た
ら
、
異
物
扱
い
し
な

い
で
お
こ
う
。
い
つ
か
き
っ
と
自
分

の
殻
を
破
っ
て
輝
け
る
と
き
が
く
る

か
も
。
そ
れ
に
し
て
も
日
本
の
子
供

た
ち
に
と
っ
て
い
じ
め
は
永
遠
な
る

呪
縛
な
の
か
？

　

三
四
六
さ
ん
の
つ
ば
が
飛
ん
で
く

る
よ
う
な
熱
い
語
り
に
、
Ｃ
Ｍ
「
た

だ
子
ど
も
を
抱
き
し
め
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
」
を
見
て
共
感
し
て
い
た
自

分
が
恥
ず
か
し
く
な
っ
た
。
そ
れ
は

当
た
り
前
だ
よ
、
自
分
の
子
ど
も
だ

ろ
―
。
あ
あ
、
子
ど
も
の
目
を
ち
ゃ

ん
と
見
て
話
そ
う
。
早
く
帰
っ
て
子

ど
も
と
ゆ
っ
く
り
お
し
ゃ
べ
り
し
た

い
な
と
思
っ
た
。
講
演
会
に
親
子
で

聞
き
に
来
て
い
た
人
、
い
い
な
〜
。

（
川
）

１１ 文 化 な か の／06.11

豊田公民館「三四六 講演会」の講演風景
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里
山
の
紅
葉
も
見
頃
を
過
ぎ
て

木
々
た
ち
が
冬
仕
度
に
入
る
頃
、

初
雪
の
前
に
や
っ
て
お
き
た
い
事
が

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

　

今
月
は
各
地
で
文
化
祭
や

恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

寒
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て

家
に
こ
も
っ
て
居
な
い
で
、

小
春
日
和
の
日
に
は
、
芸
術
鑑
賞
や

イ
ベ
ン
ト
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

�
�
�
�
�
�
�
�

●
は
じ
め
て
の
ピ
ラ
テ
ィ
ス
講
座

　
　
　
　
　
　
　

（
西
部
公
民
館
）

●
は
じ
め
て
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　

（
北
部
公
民
館
）



２２

講座に 行 っ て き ま した ！
西部公民館「はじめてのピラティス講座」／　北部公民館「はじめてのウォーキング」

　

天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋
。
薄
着
で
過
ご
す
夏
が
終
わ
り
、

人
の
目
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
、
美
味
し
い
モ
ノ
を
お
腹

い
っ
ぱ
〜
い
食
べ
ら
れ
る
季
節
で
す
。

　

し
か
し
！
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ

れ
は
自
分
が
一
番
わ
か
っ
て
い
る
筈
で
す
。
い
つ
か
着
よ

う
と
タ
ン
ス
に
し
ま
っ
て
あ
る
昔
買
っ
た
お
気
に
入
り
の

服
。
こ
の
ま
ま
で
は
二
度
と
着
る
こ
と
は
な
い
ぞ
！

　

と
い
う
わ
け
で
、
春
の
「
初
級
英
会
話
講
座
」
に
つ
づ

い
て
第
二
弾
、
今
度
は
健
康
講
座
特
集
と
し
て
、 「
ピ
ラ
テ

ィ
ス
講
座
」 と 「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

“歩く姿勢は健康のバロメータ
ー”。正しい歩き方をマスターす
れば、シェイプアップ効果や美
しいしぐさが期待できるとある
が、そもそも「正しい歩き方」
ってどういうことなの？？

“身体の深層部の筋肉を刺激
し、柔軟性を高め、健康な体
をつくる”とあるピラティス。
最近、雑誌などで目にするこ
とが増え、興味があるけど、
ピラティスって？？

　

講
座
が
開
か
れ
る
夜
六
時
三
十

分
か
ら
の
時
間
帯
は
、
私
の
日
常

生
活
の
中
で
は
夕
食
と
テ
レ
ビ
を

見
な
が
ら
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
過
ご
す
く

つ
ろ
ぎ
の
時
間
。
そ
ん
な
私
と
は

対
照
的
に
時
間
を
有
効
に
活
用
す

る
人
た
ち
が
い
ま
し
た
。
前
後
半

の
二
ク
ラ
ス
で
三
十
一
人
。
ほ
と

ん
ど
が
家
庭
の
主
婦
や
会
社
員
の

女
性
た
ち
。
皆
さ
ん
、
手
に
は
ヨ

ガ
マ
ッ
ト
を
持
ち
、
教
室
に
入
っ

て
く
る
姿
が
カ
ッ
コ
イ
イ
。
う
う

む
。
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
る
ん

だ
な
ぁ
と
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。

　

ス
ト
レ
ッ
チ
で
体
を
ほ
ぐ
し
て

か
ら
ピ
ラ
テ
ィ
ス
開
始
。
先
生
の

か
け
声
で
鼻
か
ら
息
を
吸
っ
て
口

か
ら
吐
く
呼
吸
を
繰
り
返
し
な
が

ら
、
ゆ
っ
く
り
肩
を
動
か
し
て
い

き
ま
す
。
先
生
に
「
肩
甲
骨
は
動

か
さ
ず
に
両
手
を
広
げ
て
」
と
言

わ
れ
て
も
他
の
人
と
は
何
か
違
う

感
じ
が
…
？
自
分
の
身
体
の
一
部

分
の
筋
肉
に
意
識
を
集
中
さ
せ
て
、

そ
こ
を
動
か
す
の
っ
て
思
っ
た
よ

り
難
し
い
ん
で
す
ね
！
イ
メ
ー
ジ

し
な
が
ら
や
る
こ
と
が
大
切
だ
そ

う
で
す
。

　

先
生
か
ら
ピ
ラ
テ
ィ
ス
の
基
本

姿
勢
を
教
え
て
も
ら
う
。
仰
向
け

の
状
態
で
骨
盤
の
正
し
い
位
置
を

探
し
て
、
お
腹
を
こ
れ
で
も
か
と

へ
こ
ま
せ
る
。
こ
の
姿
勢
を
保
ち

な
が
ら
手
足
を
別
々
に
動
か
し
て

い
く
の
だ
。
ゆ
っ
く
り
動
か
す
ほ

ど
、
キ
ツ
い
の
で
息
が
続
か
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
教
室
に
流
れ
る

瞑
想
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
お
か
げ
で
、

少
し
は
も
っ
た
か　
!?

ピラティスってどんな効果があるの？

どういう運動をするの？
　運動の基本は正しい姿勢。骨盤
や肩甲骨などの位置を意識するこ
とからスタートです。ゆっくりと
自分のペースで、鍛える箇所の動
きをしっかりと意識することで効
果も変わってくるそうです。

　エクササイズは、全般に腹筋、
特に深いところにある腹横筋を鍛
えます。この筋肉は、まるでコル
セットのようにお腹の内臓を取り
巻くようにあり、ウエストの引き
締め効果と同時に背骨を支える大
切なものなんだって。

おヘソをみぞおちにしまう感じっ！

ピ 
ラ 
テ 
ィ 
ス
講
座

　ピラティスは本来リハビリ
目的に生まれたエクササイズ。
お腹まわりを引き締める効果
のほかに、肩こり、腰痛の予
防・改善があるそうです。参
加者の中には良く眠れるよう
になったという人もいました。

ピラティス講座ピラティス講座

ウォーキング講座ウ ォ ー キ ン グ講座
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「
運
動
神
経
が
鈍
い
私
で
も
、

歩
く
こ
と
く
ら
い
な
ら
で
き
る
よ

ね
。
そ
れ
に
、
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ

効
果
も
あ
る
な
ん
て
！
」
そ
ん
な

甘
い
期
待
を
胸
に
秘
め
て
、
十
月

三
日
か
ら
全
五
回
の
予
定
で
開
催

さ
れ
て
い
る
、
北
部
公
民
館
「
は

じ
め
て
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座
」

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

十
月
三
日
の
講
座
初
日
。
ハ
ー

フ
パ
ン
ツ
姿
で
、
さ
っ
そ
う
？
と

北
部
公
民
館
へ
。
だ
け
ど
、
ど
ん

な
人
た
ち
が
参
加
す
る
の
か
内
心

不
安
（
も
し
若
い
女
性
が
多
か
っ

た
ら
、
こ
ん
な
オ
バ
サ
ン
で
は
、

ち
ょ
っ
と
は
ず
か
し
い
な
〜
）。し

か
し
、
参
加
者
の
顔
ぶ
れ
を
見
る

と
、
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
参
加

　

こ
の
講
座
は
、
激
し
い
運
動
じ
ゃ

な
い
し
、
先
生
が
常
に
指
導
し
て
く

れ
る
か
ら
、
怪
我
の
心
配
も
な
い
の

で
安
心
。
今
回
、
生
ま
れ
て
初
め
て

の
ピ
ラ
テ
ィ
ス
で
、
し
か
も
講
座
が
、

一
時
間
十
五
分
休
み
な
し
だ
っ
た
け

ど
、
先
生
の
明
る
く
元
気
な
か
け
声

の
お
か
げ
で
、
ア
っ
と
い
う
間
に
時

間
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
自
身
の

体
に
向
き
合
い
、
自
分
の
身
体
を
考

え
る
こ
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
は
、
年
齢

を
問
わ
ず
皆
さ
ん
に
大
変
お
す
す
め

で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
川
）

「
現
在
、
西
部
公
民
館
、
働
く
婦
人

の
家
で
、
ヨ
ガ
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
サ
ー

ク
ル
を
や
っ
て
い
ま
す
。公
民
館
活

動
が
中
心
で
す
が
地
域
の
出
張
ピ

ラ
テ
ィ
ス
、
ヨ
ガ
も
や
り
ま
す
！
」

講師
 宮�栄子 先生

ペアでやると、自分では気がペアでやると、自分では気が
つかない身体の歪みがわかるつかない身体の歪みがわかる

し
て
い
る
お
母
さ
ん
に
、

私
と
同
年
代
ら
し
き
？
女

性
。
そ
れ
に
男
性
、
若
い

女
性
な
ど
、
幅
広
い
年
齢

層
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

最
初
に
手
渡
さ
れ
た
全

五
回
の
講
座
内
容
を
見
る

と
、
正
し
い
歩
き
方
だ
け

で
は
な
く
、
Ｏ
脚
・
Ｘ
脚

を
改
善
す
る
内
容
や
、
立
ち
方
や

身
の
こ
な
し
、
イ
ス
の
座
り
方
、

写
真
の
ポ
ー
ズ
の
と
り
方
、
ま
た
、

様
々
な
服
装
や
靴
に
よ
る
歩
き
方

の
変
化
等
々
の
メ
ニ
ュ
ー
が
盛
り

だ
く
さ
ん
。

　

第
一
回
目
の
講
義
で
は
、
講
師

の
斎
藤
義
人
先
生
が
、
体
の
重
心

の
移
動
に
よ
る
歩
行
動
作
の
変
化

を
、
人
骨
の
模
型
で
説
明
し
た
り
、

歩
く
姿
の
違
い
を
実
際
に
演
技
し

て
わ
か
り
や
す
く
解
説
。

　

更
に
、
講
義
の
中
で
は
「
変
形

性
膝
関
節
症
」
と
い
う
膝
に
痛
み

が
生
じ
る
病
気
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
病
気
は
、
長

年
間
違
っ
た
歩
き
方
、
生
活
習
慣

を
続
け
て
き
た
こ
と
が
一
因
で
発

症
し
、
中
高
年
の
方
、
と
り
わ
け

女
性
に
多
く
み
ら
れ
る
と
の
こ
と
。

　

そ
う
い
え
ば
、
最
近
階
段
を
降

り
る
際
、
膝
に
痛
み
を
感
じ
始
め

て
い
た
私
に
と
っ
て
、
膝
の
痛
み

を
予
防
で
き
る
と
あ
っ
て
、
こ
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座
の
受
講
を
き

っ
か
け
に
明
る
い
希
望
が
！
こ
れ

は
絶
対
全
講
座
を
受
講
し
よ
う
と

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

第
二
回
目
は
、
つ
ま
先
に
重
心

を
感
じ
な
が
ら
歩
い
た
り
、
重
心

を
移
動
さ
せ
て
歩
い
て
み
ま
し
た
。

ゆ
っ
く
り
歩
く
時
は
ま
だ
い
い
の

で
す
が
、
だ
ん
だ
ん
早
く
な
っ
た

り
、
長
く
歩
く
と
、
日
ご
ろ
の
運

動
不
足
が
た
た
り
私
に
は
キ
ツ
イ

！
そ
の
上
、
足
に
気
を
と
ら
れ
る

と
手
の
振
り
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た

り
…
。「
家
で
練
習
す
る
と
き
は
、

�
自
分
で
は
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
い

る
つ
も
り�
で
練
習
す
る
の
で
は

な
く
、
必
ず
鏡
を
見
な
が
ら
練
習

し
て
く
だ
さ
い
」
と
講
師
の
一
言
。

そ
れ
っ
て
、
現
実
と
真
正
面
か
ら

向
き
合
う
、
と
て
も
キ
ビ
シ
イ
注

文
か
も
、
と
思
っ
た
の
は
私
だ
け

で
は
な
い
は
ず
で
す
よ
ね
…
。　

（
Ｍ
・
Ｋ
）

人骨模型を使った解説に、思わず納得人骨模型を使った解説に、思わず納得

「歩くとは、骨格や筋肉を
使って体を動かすこと。“歩
く癖”は、個人差のある歩
き方となって、Ｏ脚、がに
股、内股など体型に表れて
くる。まずは、自分の体の
“癖”を知ることが大切。
次に、『膝がまっすぐに伸び、
お尻が上がって、首筋が伸
び、踵から着地する＝正し

い歩き方』を学ぶ。正しい姿勢、正しく筋肉を
使った歩き方をするよう心掛ける。その心掛け
を長く継続させることが大切です。」

講師
 斎藤義人 先生

ウ 
ォ 
ー 
キ 
ン 
グ
講
座



���������������������������������������������������������
　

山
野
草
を
愛
好
す
る
こ
の
会

は
、
二
十
数
年
前
に
長
野
市
を

根
拠
地
と
し
て
発
足
し
た
が
、

当
時
の
会
長
の
転
居
と
共
に
、

旧
豊
田
村
に
研
究
会
場
を
移
し
、

現
在
は
二
代
目
会
長
若
林
健
一

氏
を
中
心
に
山
野
草
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

一
、
毎
月
一
回
の
研
究
会
（
豊

田
文
化
セ
ン
タ
ー
）

二
、
春
の
作
品
展
示
会
（
豊
田

文
化
セ
ン
タ
ー
）

三
、
秋
の
作
品
展
示
会
（
西
町

袋
屋
展
示
会
場
）

四
、
年
一
回
の
野
外
観
察

会

　

毎
月
の
研
究
会
は
、
そ

の
時
々
の
山
野
草
の
植
替

え
、
管
理
に
つ
い
て
の
話

合
い
。
今
年
は
山
野
草
に

似
合
う
鉢
作
り
も
し
ま
し

た
。
春
の
展
示
会
は
掛
軸

と
組
ん
だ
三
点
セ
ッ
ト
の

展
示
が
本
会
の
特
長
で
、

今
年
で
十
回
目
に
な
り
ま

し
た
が
、
同
時
に
行
う
山

野
草
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
販
売

に
よ
る
売
上
げ
を
市
の
社

会
福
祉
協
議
会
へ
の
贈
呈

も
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

中
野
会
場
は
今
年
三
回
目

（
写
真
参
照
）
に
な
り
ま

し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
現
在
二
十
数
名

で
す
が
、
長
野
方
面
の
方
が
多

く
、
豊
田
地
区
を
含
め
た
中
野

市
在
住
の
メ
ン
バ
ー
が
少
な
い

の
が
な
や
み
の
種
で
す
。
身
近

な
山
野
草
を
一
つ
の
鉢
の
中
に

ど
う
美
し
く
造
形
作
品
と
し
て

仕
上
げ
る
か
、
松
柏
や
つ
つ
じ

盆
栽
と
は
ま
た
一
味
違
っ
た
味

を
楽
し
ん
で
い
る
グ
ル
ー
プ
で

す
。
気
軽
に
参
加
し
て
下
さ
る

こ
と
を
願
い
な
が
ら
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　

同
会
中
野
支
部
代
表

　

遠
山　

茂
治

グ
ル
ー
プ
紹
介

グ
ル
ー
プ
紹
介

�
�

�
�
��
�
�
�
�
�
�
�

信
濃 
翠 
会

み
ど
り

　

岩
船
地
蔵
尊
は
日
本
三
所
の
一

つ
と
い
わ
れ
、
古
く
は
岩
水
神
社

の
北
に
あ
っ
た
と
い
う
。
信
州
中

野
駅
南
口
の
近
く
に
地
蔵
畑
と
い

う
地
名
が
あ
る
の
で
、
そ
の
辺
り

だ
ろ
う
か
。

　

地
蔵
堂 
縁  
起 
に
よ
る
と
、 
大  
同 

え
ん 
ぎ 

だ
い 
ど
う

元
年
（
六
〇
六
） 
蝦  
夷  
征  
伐 
の
お

え 

ぞ 
せ
い 
ば
つ

り 
平  
城 
天
皇
の
願
い
で
本
堂
・ 
釈 

へ
い 
ぜ
い 

し
ゃ

 
迦 
堂
・
観
音
堂
を
建
立
し
た
。
そ

かれ
か
ら
仏
法
の
盛
ん
な
地
と
な
り
、

遠
近
の
人
々
が
名
仏
を
訪
れ
お
参

り
を
し
た
。 
霊  
験 
あ
ら
た
か
で
あ

れ
い 
け
ん

っ
た
と
あ
る
。

　

縁
起
を
裏
づ
け
る
よ
う
な
古
い
地

名
を
探
し
て
み
た
。
岩
船
村
検
地
帳

を
み
る
と
、
堂
（
堂
う
ら
・
堂
東
）

と
い
う
地
名
が
あ
り
、
地
蔵
堂
の
堂

に
ち
が
い
な
い
。
ま
た
、
大
門
（
中

大
門
・ 
大  
門  
崎 
・
大
門
上
）
は
地
蔵

だ
い 
も
ん 
さ
き

堂
の
大
門
と
み
ら
れ
る
。
中
大
門
も

あ
る
の
で
相
当
大
き
な
地
蔵
堂
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
。 
梵  
天 
（
梵
天
裏
・
梵

ぼ
ん 
て
ん

天
塚
）
は
仏
法
の
守
護
神
の
こ
と
で
、

地
蔵
堂
に
関
係
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

場
所
は
特
定
で
き
な
い
が
、
地
名
か

ら
み
て
立
派
な
地
蔵
堂
が
あ
っ
た
に

ち
が
い
な
い
。

　

そ
の
後
、 
永  
禄 
（
一
五
五
八
〜
）

え
い 
ろ
く

の
洪
水
で
堂
は
流
失
し
た
の
で
、 
明 め

い

 
暦 
二
年
（
一
六
五
六
）
に
村
の
南
へ

れ
き再

建
し
た
。
さ
ら
に
、
善
光
寺
地
震

で
崩
壊
し
た
の
で
、
今
の
所
へ
移
さ

れ
た
。

　

岩
船
地
蔵
尊
は 
子 こ 
育 
地
蔵
尊
と
も

そ
だ
て

い
わ
れ
、
近
郷
近
在
か
ら
の
参
詣
者

が
多
か
っ
た
。
昭
和
三
〇
年
代
こ
ろ

ま
で
は
、 
金  
毘  
羅  
山 
と
と
も
に
地
蔵

こ
ん 
ぴ 

ら 
さ
ん

堂
の
縁
日
に
は
、
信
州
中
野
駅
か
ら

行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
賑
わ
い
だ
っ
た
。

　
　
　
　

河
野 　

実

�
�
�
�
�

４４

　

岩
船
地
区
は
、
近
年
、
商
業
化

が
進
み
、
大
型
ス
ー
パ
ー
や
商
店
、

病
院
な
ど
が
で
き
、
生
活
す
る
に

は
と
て
も
便
利
な
地
区
に
な
り
ま

し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
ア
パ
ー
ト
も
多
く
、

年
々
世
帯
数
も
増
え
る
一
方
で
す
。

　

岩
船
分
館
で
は
、
こ
ん
な
地
域

の
特
性
も
あ
り
、
一
つ
の
事
業
を

行
う
の
に
も
大
勢
の
区
民
の
皆
さ

ん
が
集
ま
り
盛
大
に
開
催
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
が
、
各
班
か
ら
出

て
い
た
だ
い
て
い
る
分
館
の
役
員
さ

ん
方
に
は
、
班
の
意
見
の
集
約
や
文

書
配
布
な
ど
で
大
変
ご
苦
労
、
ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

当
分
館
で
は
、
一
年
を
通
し
て
盛

り
だ
く
さ
ん
の
事
業
内
容
に
な
っ
て

お
り
、
五
月
に
は
区
民
球
技
大
会
、

七
月
に
は
研
修
旅
行
、
本
年
は
東
京

方
面
と
い
う
事
で
女
性
や
子
供
さ
ん

に
も
大
勢
参
加
し
て
い
た
だ
き
楽
し

い
旅
行
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
つ
づ
い
て
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン

ま
つ
り
へ
の
参
加
、
秋
に
は
文
化
祭
、

敬
老
会
の
同
時
開
催
、
十
一
月
二
十

三
日
に
は
子
供
た
ち
を
対
象
に
し
た

餅
つ
き
大
会
を
行
う
予
定
で
す
。

　

分
館
事
業
を
通
し
て
区
民
の
皆
様

の
親
睦
と
交
流
が
図
れ
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

岩
船
分
館
長　

海
野 　

力

岩 船 分 館

ふ
る
さ
と
の
歴
史
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水 彩 画 展
内　容　中野みずゑ会会員の作品展示
場　所　中央公民館１階 展示コーナー

■しめ縄づくり講習会
　古来より伝わる正月飾りの“大黒締め”と“ごぼう

締め”のしめ縄づくりの講習会です。伝統的な民俗文

化が学習できるよい機会ですので、どなたでも気軽に

ご参加ください。

日　時　12月15日(金) 午後６時～午後８時

場　所　中央公民館

講　師　大宮 誠吉　先生　　　定　員　20人

受講料　無料（ただし、材料費として500円）

　

今
回
紹
介
す
る
方
は
、
上
今

井
に
お
住
ま
い
の
高
橋
恒
善
さ

ん
で
す
。

　

高
橋
さ
ん
は
、
現
在
五
十
一

歳
の
現
役
ラ
ン
ナ
ー
。
高
校
時

代
に
陸
上
部
に
所
属
し
、
十
八

歳
の
時
に
初
め
て
、『
長
野
県
縦

断
駅
伝
競
走
大
会
』
の
飯
山

・
下
水
内
チ
ー
ム
の
選
手
と

し
て
出
場
。
以
来
、
同
チ
ー

ム
の
一
員
と
し
て
、
三
十
四

回
に
渡
っ
て
連
続
出
場
し
、

う
ち
五
回
区
間
優
勝
さ
れ
、

チ
ー
ム
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
か
ら
果
樹
栽
培
の

傍
ら
、
雨
の
日
も
風
の
日
も

毎
日
十
キ
ロ
か
ら
十
五
キ
ロ

を
基
本
に
、
永
田
方
面
、
立

ヶ
花
方
面
、
旧
三
水
村
方
面

の
三
コ
ー
ス
を
計
画
的
に
走

り
、
体
力
強
化
に
努
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

新
中
野
市
と
な
っ
て
二
年

目
の
今
年
は
、
中
野
、
下
高
井

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
出
場
を

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

来
る
十
一
月
十
八
日
か
ら
十
九

日
の
二
日
間
に
渡
り
開
催
さ
れ

る
本
大
会
に
向
け
て
、
合
同
練

習
に
参
加
し
、
チ
ー
ム
の
メ
ン

バ
ー
と
と
も
に
調
整
に
入
っ
て

い
ま
す
。
大
会
で
の
活
躍
に
大

い
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
橋
さ
ん
に
は
今
後

の
活
躍
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
後
継

者
の
育
成
指
導
、
地
域
住
民
の

体
位
向
上
に
も
ご
尽
力
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

（
Ｓ
・
Ｋ
）

今月の伝言板

�����

■第30回中野市婦人のつどい
　今年度の中野市婦人のつどいは、元気に生きるため

の健康講座です。どなたでも気軽にご参加ください。

日　時　12月９日(土) 午後１時30分～午後３時

場　所　中央公民館 講堂

演　題　「死ぬまで元気で　～元気で生きてコロリ

　　　　　と、それには方法が…～」

講　師　飯山赤十字病院副院長　古川 賢一　先生

受講料・申込み　不要

�����

■中野地域成人式
日　時　平成19年１月７日(日) 午前10時～正午
場　所　中野市民会館 ホール
対　象　中野地域（旧中野市）の新成人
※12月初旬に市内に住民登録している方ヘ式典のご案
内をお送りします。（市外に住民登録されている方で出
席を希望される方は中央公民館へご連絡ください。）

�
�
�
�
�

�
�
��
�
�
�

持ち物　花ばさみ（無ければ普通の洋ばさみ）

申込み　11月13日(月)から受付を開始します

北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら北部公民館から

お問合せ及び　中 野 市 中 央 公 民 館
申 込 み 先　℡２2-２ ６ ９ １　 ㈲２ ０ ６ ９ １

月の展示コーナー��� �������

■高齢者大学
　高齢者の皆様の心身の健康と生きがいを創造していた
だくため下記により開講します。気軽にご参加ください。
日　時　12月５日～平成19年２月20日（全10回）
　　　　いずれも火曜日　午後１時～午後２時30分
場　所　北部公民館 研修室　　　受講料　無料
申込み　11月30日(木)までに北部公民館へ
＜今年度の第１回から第10回の講座予定＞

①12月５日　「おいしい話にご用心」
　　　　　　　長野消費生活センター所長
　　　　　　　　高橋加代子　先生
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■高齢者大学
　地域で生きがいを持ち続け、健康で安心して暮らし
ていただくため、お役立てください。
日　時　12月８日～平成19年３月２日（全12回）
　　　　いずれも金曜日　午後１時30分～午後３時
場　所　西部公民館 会議室　　　受講料　無料
申込み　11月９日(木)から受付を開始します
＜今年度の第１回から第12回の講座予定＞
①12月８日　救急救命講習会
　　　　　　　岳南広域消防本部 中野消防署員
②12月15日　作詞家「高野辰之」を語る
　　　　　　　元高野辰之記念館長　高野 源　さん
③12月22日　落語鑑賞会
　　　　　　　中野市落語研究会の皆さん
④１月５日　新春“邦楽の調べ”（邦楽コンサート）
　　　　　　　ことの音会　本田雅瑞慧さん　ほか
⑤１月12日　映画上映会「星空のバイオリン」
　　　　　　　故小沢僖久二さんの半生を描いた映画

今月の伝言板

�����

（北部公民館のつづき）
②12月12日　「高齢者と健康」
　　　　　　　長野県短期大学助教授　張 勇 先生
③12月19日　「みんなで歌おう」
　　　　　　　うたごえコーディネーター
　　　　　　　　神谷 有子　先生
④１月９日　「伊豆の踊子」（映画鑑賞）
⑤１月16日　「いつまでも若々しくあるために」
　　　　　　　ウォーキングアドバイザー
　　　　　　　　斎藤 義人　先生
⑥１月23日　「林芙美子の生涯」（仮題）
　　　　　　　長野大学非常勤講師 山本 秀麿　先生
⑦１月30日　「下高井唱歌の誕生」
　　　　　　　元中野市社会教育指導員 岩戸 貞彦　先生
⑧２月６日　「高齢者と介護保険制度」
　　　　　　　中野市社会福祉協議会
　　　　　　　  介護保険事業局次長  田村 安則　先生
⑨２月13日　「生活の中の科学」
　　　　　　　長野県短期大学 助教授
　　　　　　　　鈴木 恒夫　先生
⑩２月20日　「健康食品について考える」
　　　　　　　長野県短期大学 教授
　　　　　　　　志塚ふじ子　先生

⑥１月19日　声を出して健康になろう
　　　　　　　小島佐和子　さん
⑦１月26日　お天気のお話
　　　　　　　元気象庁職員　須田 弘文　さん
⑧２月２日　防災訓練講習会
　　　　　　　岳南広域消防本部 中野消防署員
⑨２月９日　和紙人形作り（雌雛）
　　　　　　　山口 元江　さん
⑩２月16日　手品をやってみませんか
　　　　　　　安藤 照治　さん
⑪２月23日　日常生活の中での食事バランスと運動について
　　　　　　　北信総合病院 管理栄養士・健康運動指導士
⑫３月２日　病気の予防について
　　　　　　　元北信総合病院 健康管理部医長
　　　　　　　　荒井 恵子さん

お問合せ及び　中 野 市 北 部 公 民 館
申 込 み 先　℡２ ６- ０ ６ ７ ７　 ㈲２ ８ ８ ７ ８

西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら西部公民館から

お問合せ及び　中 野 市 西 部 公 民 館
申 込 み 先　℡２ ３- １ ０ ２ ４　 ㈲２ ６ ６ ７ ４

お問合せ先

豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら豊田公民館から

≪今月号の表紙の写真≫ 10月７日豊田文化センター
多目的ホールで開催した豊田公民館文化講演会

�����
■高齢者学級　第１回「人生を豊かに生きる」
　皆さんの健康増進や、生きがいづくりを願う高齢者
学級が始まります。第１回目は、障害児教育に尽くさ
れた講師自らの体験を通し、“人生の幸せ”についてお
話いただきます。どなたでもご参加ください。
日　時　11月28日(火) 午前10時～午前11時30分
場　所　豊田文化センター
講　師　元障害児教育会長　岡田 栄一　先生
内　容　講演と落語　　　受講料・申込み　不要
その他　休憩（食事も可）していただける会場をご用
　　　　意します

■豊田寺子屋④「アフリカ人の生活と家族」
　生活が豊かになった日本の国。それでも幸せとはい
えない事件が続いています。アフリカでの生活と家族
のあり方を学び、日本人の忘れかけている心豊かな生
活と子育てについて、いっしょに考えてみませんか。
日　時　12月３日(日) 午後１時30分～午後３時
場　所　豊田文化センター
講　師　アフリカ出身の小林フィデアさん
受講料・申込み　不要

中 野 市 豊 田 公 民 館
 ℡３８－２９２２


	k0611_01
	k0611_02-03
	k0611_04-05
	k0611_06-07
	k0611_08-09
	k0611_10-11
	k0611_12-13
	k0611_14-15
	k0611_16-17
	k0611_18-19
	k0611_20-21
	k0611_22
	k0611_b_01-06

